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釧路水洗だより 第68号 (1992･12)

道
東
海
域
の
浮
魚
類
の

水
揚
変
動
と
魚
種
交
替

小

林

香

る
｡
こ
れ
ら
の
魚
は
'
そ
れ
ぞ
れ
北
上
と
南
下
の
際

に
'
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
数
百
隻
の
漁
船
に
よ

っ
て
漁
獲
さ
れ
て
い
る
｡

そ
れ
で
は
､
最
初
に
道
東
海
域
に
お
い
て

二

七

年
前

(
明
治
九
年
)
に
さ
か
の
ぼ
り
'
そ
こ
か
ら
現

荏

(平
成
四
年
)
に
至
る
ま
で
､
ど
の
浮
魚
が
'
い

つ
頃
'
ど
れ
だ
け
多
獲
さ
れ
た
の
か
､
道
東
四
港

は
じ
め
に

い
ま
'
道
東
地
方
の
各
浜
で
は
'
マ
イ
ワ
シ
消
滅

後
の
魚
種
交
替
が
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
｡

そ
れ
は
'
当
海
域
で
マ
サ
バ

･
マ
イ
ワ
シ
を
三
十

数
年
も
獲
り
続
け
て
き
た
巻
き
網
漁
業
者
'
マ
イ
ワ

シ
の
､､､
I
ル
を
十
六
年
間
も
製
造
し
て
き
た
加
工
業

者
､
そ
れ
に
運
搬
業
者
や
荷
受
市
場
な
ど
が
'
今
後

の
経
営
の
参
考
と
す
る
た
め
､
次
の
多
連
魚
は
ど
れ

に
な
る
か
と
､
強
い
関
心
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

こ
の
報
告
は
'
主
に
千
葉
県
付
近
以
北
沖
の
太
平

洋
側
で
漁
獲
さ
れ
て
い
る
サ
ン
マ
･
ス
ル
メ
イ
カ

･

マ
サ
バ

･
マ
イ
ワ
シ
な
ど
浮
魚
類
の
水
揚
量
な
ど

を
検
討
し
て
'
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
若
干
の
考
察

を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
関
係
者
の
参
考
に
な
れ

ば
'
幸
で
あ
る
｡

-
.

道
東
海
域
の
浮
魚
類
の
水
揚
動
向

エ
リ
モ
岬
沖
か
ら
納
沙
布
岬
沖
ま
で
の
道
東
海
域

と
'
そ
の
近
辺
の
南
千
島
沖
で
'
現
在
､
漁
業
と
し

て
最
も
重
要
な
浮
魚
類
は
サ
ン
マ
･
ス
ル
メ
イ
カ

･

マ
イ
ワ
シ
と
か
つ
て
の
マ
サ
バ
を
含
め
四
魚
種
で
あ

高度漁業生産時代

スルメイカ

(釣 り)
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低位漁業生産時代

図 1 道東海域､浮魚類 (マグロ･マイワシ･マサバ ･
スルメイカ･サンマ)の水揚年変動
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釧路水式だより 第68号 (1992･12)

花
咲

･
厚
岸

･
釧
路

･
広
尾
)
の
総
水
場
量
か
ら
探

っ
て
み
る
｡

仙

重
要
魚
種
の
多
種
状
態

道
東
海
域
に
お
い
て
'
漁
業
生
産
手
段

(定
置
網

･
流
網
)
が
未
発
達
で
あ

っ
た
明
治

･
大
正
そ
し
て

昭
和
二
十
年
頃
ま
で
の
浮
魚
の
代
表
的
な
漁
獲
対
象

は
'
イ
ワ
シ
頬

(
マ
イ
ワ
シ
?
)
で
あ
っ
た
｡

そ
の
水
場
量

(図
1
)
は
'
明
治
時
代
が
皆
無
漁

か
ら
最
高
〇

･
四
万
ト
ン
'
大
正
時
代
も
皆
無
漁
か

ら
最
高
が

一
二

万
ト
ン
で
あ

っ
た
｡
水
揚
げ
が
本

格
化
し
た
の
は
昭
和
初
期
か
ら
で
'
最
多
獲
年
は
'

昭
和
十
二
年
の
七

･
七
万
ト
ン
'
そ
の
前
後
の
年
に

も
四
万
ト
ン
か
ら
五
万
ト
ン
と
好
調
で
あ
っ
た
｡

一

万
㌧
そ
の
前
の
大
正
八
年
頃
よ
り
'
釧
路
沖
合
で
は

マ
グ
ロ
の
好
漁
が
続
き
'
昭
和
四
年
に
は
､
こ
れ
ま

で
最
高
の
約

一
二

万
ト
ン
が
水
揚
げ
さ
れ
た
｡

両
種
の
水
揚
量
は
'
そ
の
当
時
と
し
て
は
非
常
に

多
-
'
中
で
も
イ
ワ
シ
頬
は
変
動
し
っ
つ
も
'
代
表

的
な
多
獲
魚
で
あ
っ
た
｡

次
に
'
漁
業
生
産
手
段
が
発
達
し
'
漁
業
形
態
の

多
様
化

(巻
き
網

･
棒
受
網

･
釣
り
)
と
'
着
業
隻

数
の
増
加
や
'
漁
船
の
装
備
が
近
代
化
し
て
き
た
昭

和
二
十
四
年
以
降
､
現
在
に
至
る
ま
で
の
'
浮
魚
重

要
魚
種
の
多
獲
年
と
､
そ
の
水
揚
量
を
述
べ
る
｡

ま
ず
､
マ
サ
バ
が
昭
和
二
十
四
年
に
三

･
七
万
ト

ン
水
揚
げ
さ
れ
た
｡
続
い
て
サ
ン
マ
が
昭
和
三
十

t

年
に
十
万
ト
ン
台
'
ま
た
ス
ル
メ
イ
カ
が
昭
和
三
十

七
年
に
二
十
万
ト
ン
台
'
同
四
十
三
年
に
は
二
十
五

万
ト
ン
台
､
さ
ら
に
十
三
年
振
り
に
出
現
し
た
マ
サ

バ
は
､
昭
和
四
十
七
年
か
ら
同
五
十
年
ま
で
毎
年
二

十
五
万
ト
ン
前
後
も
水
揚
げ
さ
れ
た
｡
そ
し
て
昭
和

五
十

一
年
に
は
マ
サ
バ
が
消
滅
し
､
マ
イ
ワ
シ
が
大

量
に
出
現
し
た
｡
す
な
わ
ち
'
マ
サ
バ
か
ら
マ
イ
ワ

シ
へ
と
魚
種
が
交
替
し
た
｡
そ
れ
以
降
､
マ
イ
ワ
シ

の
水
揚
量
は
年
々
増
加
し
て
昭
和
五
十
八
年
に
は
百

万
ト
ン
を
突
破
し
た
｡
こ
の
大
豊
漁
は
'
六
力
年
間

も
続
い
た
｡
こ
の
水
揚
数
量
は
'
サ
ン
マ
の
十
倍
強
'

ス
ル
メ
イ
カ

･
マ
サ
バ
の
四
倍
強
で
マ
イ
ワ
シ
が
圧

倒
的
に
多
-
'
多
獲
魚
の
王
座
に
輝
い
た
｡

S
i

優
占
種
の
出
現
期
間

そ
れ
で
は
､
道
東
海
域
及
び
南
千
島
海
域
に
お
け

る
浮
魚
資
源
の
動
向
が
'
全
国
的
に
注
目
さ
れ
始
め

た
昭
和
三
十
年
以
降
'
現
在
に
至
る
ま
で
の
優
占
種

の
出
現
動
向

(図
2
)
を
述
べ
る
｡

ま
ず
'
サ
ン
マ
と
ス
ル
メ
イ
カ
両
種
が
優
占
種
と

し
て
出
現
し
た
時
代
は
'
昭
和
三
十
年
か
ら
同
三
十

七
年
ま
で
八
カ
年
､
続
い
て
マ
サ
バ
と
ス
ル
メ
イ
カ

が
優
占
種
と
し
て
出
現
し
た
時
代
が
'
昭
和
三
十
八

年
か
ら
同
四
十
四
年
ま
で
7
カ
年
で
あ
っ
た
｡
次
に

マ
サ
バ
が
優
占
種
と
し
て
出
現
し
た
時
代
が
'
昭
和

四
十
五
年
か
ら
同
五
十
年
ま
で
六
力
年
間
続
い
た
｡

昭
和
五
十

一
年
以
後
は
'
マ
イ
ワ
シ
が
卓
越
し
て
出

現
L
t
そ
の
時
代
は
平
成
三
年
ま
で
'
十
六
年
間
も

続
い
た
｡
し
か
し
'
平
成
四
年
に
な
る
と
マ
イ
ワ
シ

の
水
揚
量
が
十
四
万
ト
ン
台
で
終
り
'
過
去
最
高
量

の
鳩
ま
で
激
減
し
た
｡
優
占
種

マ
イ
ワ
シ
が
'
ま
さ

叩

スルメイカ ･:.ン:.･'..:.:●■●●●●●●●● 1..?.;/.::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::! 】 :::::::::::::::::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:
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図2 道東海域､浮魚類の水場量比率 (道東四港計)
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釧路水洗だより 第68号 (1992･12)

に
他
魚
種
に
か
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
｡

矧

マ
サ
バ

･
マ
イ
ワ
シ
の
特
徴
的
な
水
揚
げ
年

変
動

マ
サ
バ

･
マ
イ
ワ
シ
水
揚
げ
の
年
変
動
は
'
ま
と

ま

っ
て
獲
れ
始
め
た
年
か
ら
'
水
揚
量
が
上
昇
し
て

最
多
獲
に
達
す
る
ま
で
の
年
数
と
､
そ
の
後
'
水
揚

量
が
引
き
続
き
高
水
準
で
安
定
し
て
い
る
年
数
と
､

さ
ら
に
'
そ
れ
か
ら
極
端
に
落
ち
込
む
ま
で
の
年
数

に
'
そ
れ
ぞ
れ

一
定
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
｡
す
な
わ

ち
､
マ
サ
バ
で
は
'
巻
き
網
の
着
業
隻
数
が
安
定
し

て
か
ら
の
水
揚
上
昇
年
は
昭
和
三
十
七
年
か
ら
同
四

十
五
年
ま
で
九
カ
年
'
さ
ら
に
二
十
五
万
ト
ン
前
後

の
最
多
獲
期
間
が
そ
の
年
か
ら
六

力
年
間
続
い
た
｡

そ
し
て
'
こ
の
水
準
か
ら
の
下
降
年
は
'
昭
和
五
十

一
年
以
降
三
カ
年
で
あ

っ
た
｡

次
に
'
マ
イ
ワ
シ
で
は
'
昭
和
五
十

7
年
以
降
水

揚
量
が
年
々
上
昇
し
て
道
東
四
港
で
百
万
ト
ン
台
の

高
水
準
に
達
し
た
の
は
､
八
年
後
の
昭
和
五
十
八
年

で
あ

っ
た
｡
そ
し
て
百
万
ト
ン
か
ら
百
二
十
万
ト
ン

の
最
多
獲
安
定
期
が
そ
の
年
か
ら
六
年
間
も
続
い
た
｡

こ
の
水
準
か
ら
の
下
降
年
は
､
平
成
元
年
以
降
四
カ

年
で
あ

っ
た
｡

以
上
'
要
約
す
る
と
､
マ
イ
ワ
シ
と
マ
サ
バ
の
漁

獲
年
数
は
よ
-
類
似
し
て
お
り
'
水
揚
上
昇
年
が
八

年
～
九
年
､
最
多
獲
安
定
期
が
六
年
間
で
あ
る
｡
そ

の
水
揚
げ
が
大
幅
に
下
降
す
る
の
は
'
三
年
～
四
年

間
で
あ
る
｡
水
揚
量
が
多
い
の
は
'

一
般
に
群
が
大

き
-

〓

操
業
当
り
の
平
均
漁
獲
量
)
'

こ
の
数
も

多
い
た
め
で
あ
る
｡
し
か
し
群
が
小
さ
-
な
り
､
そ

の
数
も
減

っ
て
-
る
と
'
操
業
回
数
を
増
や
し
て
も
､

水
揚
量
は
低
rL
し
て
-
る
｡

2
.
浮
魚
の
資
源
状
態

種
の
内
部
に
は
'

一
般
に

｢独
自
に
大
き
な
群
を

作

っ
て
移
動
回
遊
や
､
再
生
産
を
繰
り
返
し
､
餌
を

め
ぐ
っ
て
の
種
内
関
係
や
'
海
況
及
び
漁
業
の
影
響

を
受
け
な
が
ら
､
個
体
の
数
が
増
え
た
り
､
減

っ
た

り
｣
し
て
い
る
｡
そ
れ
を
'
系
統
群
と
呼
ん
で
い
る
｡

そ
れ
で
は
'
主
に
本
州
太
平
洋
中
部
以
北
か
ら
道
東

海
域
及
び
そ
の
近
辺
で
漁
獲
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ワ
シ

･
マ
サ
バ

･
サ
ン
マ
･
ス
ル
メ
イ
カ
四
魚
種
の
系
群

単
位
の
資
源
状
態

(図
3
)
や
'
漁
場
形
成
な
ど
を

述
べ
る
｡

仙

マ
イ
ワ
シ
太
平
洋
系
群

こ
の
系
群
の
主
な
産
卵
期
は
､
二
月
か
ら
五
月
で

あ
る
｡
産
卵
場
は
'
本
州
中
部
の
房
総
沖
か
ら
九
州

薩
南
沖
の
黒
潮
流
域
内
で
あ
る
｡
漁
場
形
成
範
囲
は
'

主
と
し
て
常
盤
か
ら
三
陸
及
び
道
東
や
南
千
島
の
沿

岸
域
で
'
産
卵
場
よ
り
も
北
側
で
あ
る
｡
漁
獲
の
対

象
は
､
大
部
分
未
成
魚
や
成
魚
索
餌
群
で
あ
る
｡

こ
の
資
源
は
'
昭
和
四
十
七
年
か
ら
増
え
始
め
た
｡

そ
の
後
'
年
々
増
加
し
て
年
間
の
総
水
揚
量
が
こ
の

系
群
だ
け
で
百
万
ト
ン
に
達
し
た
の
は
'
五
年
後
の

昭
和
五
十
二
年
'
そ
し
て
同
五
十
六
年
に
は
二
百
万

ト
ン
台
､
さ
ら
に
そ
の
二
年
後
に
は
最
多
桂
の
三
百

万
ト
ン
に
な
り
'
こ
の
水
準
が
五
年
間
も
続
い
た
｡

水
揚
量
が
低
下
を
始
め
た
の
は
'
平
成
元
年
以
降
で

あ
る
｡
こ
の
水
揚
げ
動
向
は
､
道
東
海
域
も
同
じ
傾

向
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
資
源
量
の
増
加
と
減
少
で
注
目
さ
れ

る
こ
と
は
'
第

一
に
年
令
組
成
の
変
化
で
あ
る
｡
資

源
量
が
豊
か
な
時
代
の
漁
獲
物
は
'
小

･
中
羽
が
主

体
で
大
羽
も
多
-
'
多
年
令
構
成

(
l
､
二
､
三
年

負
)
で
占
め
ら
れ
'
そ
れ
が
安
定
し
て
出
現
し
て
い

た
｡
し
か
し
資
源
量
が
低
下
し
て
-
る
と
'
若
令
魚

の
加
入
が
少
な
-
な
っ
て
大
羽

(三
'
四
年
魚
1
四
'

五
年
魚
)
の
み
と
な
り
'
年
令
組
成
が
高
令
化
し
た
｡

第
二
は
漁
場
範
隣

(生
活
域
)
の
拡
大
と
北
進

･
縮

小
と
南
過
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
､
資
源
量
が
増
え
て

-
る
と
'
主
漁
場
は
'
従
来
の
本
州
中
部
付
近
か
ら

北
部
の
道
東
や
南
千
島
の
沿
岸
域
と
ま
た
分
布
域
は

同
沖
合
域

(黒
潮
北
上
分
枝
域
)
に
も
拡
大
し
た
｡

し
か
し
､
最
近

(平
成
四
年
)
'
資
源
量
が
減
少
し

て
-
る
と
､
漁
場
は
北
部
海
域

(道
東
沖
)
な
ど
か

ら
後
退

･
縮
小
し
､
か
つ
て
の
不
漁
時
代

(図
4
-

仙
)
に
似
て
き
た
｡

資
源
減
少
の
原
因
は
'
産
卵
量
が
多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
そ
の
後
､
成
長

･
発
育
し
て
小

･
中
羽
に
な

る
ま
で
の
生
き
残
り
が
悪
い
た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
｡

そ
れ
に
最
近

(平
成
四
年
)
で
は
､
九
州
薩
南
沖
の

産
卵
場
の
縮
小
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
資
源
が

再
び
回
復
し
て
-
る
の
は
､
過
去
の
例
か
ら
み
て
'

数
十
年
先
で
あ
ろ
う
｡

惚

マ
サ
バ
太
平
洋
系
群
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系群の水場量

ア ●

道東海域の水揚量

マイワシ太平洋群

H2605535 40 45 50
浮魚 (マイワシ ･マサバ ･サンマ ･スルメイカ)太平洋系群の水揚量の年変動

こ
の
系
群
の
主
産
卵
期
は
'
三
月
か
ら
六
月
で
あ

る
｡
産
卵
場
は
'
伊
豆
諸
島
周
辺
で
あ
る
｡
漁
場
形

成
範
囲
は
'
関
東
近
海
か
ら
常
盤
'
三
陸
沖
と
'
か

っ
て
の
道
東
近
海
で
あ
る
｡
漁
獲
の
対
象
は
'
北
上

･
南
rL
の
索
餌
群
と
そ
れ
に
産
卵
前
期
群
な
ど
が
加

わ
る
｡

こ
の
資
源
は
'
昭
和
三
十
二
年
頃
か
ら
増
加
し
､

水
揚
量
が
本
格
的
に
な
っ
た
の
は
'
昭
和
三
十
八
年

以
降
で
あ
る
｡
最
多
獲
年
は
昭
和
五
十
三
年

･
同
五

十
四
年
の
百
三
十
万
ト
ン
と
'
百
十
万
ト
ン
で
あ
っ

た
｡
水
揚
げ
が
減
少
を
始
め
た
の
は
昭
和
五
士

ハ
年
'

そ
れ
が
急
激
に
低
下
し
た
の
は
昭
和
六
十
二
年
以
降

で
あ
る
｡
資
源
量
の
豊
度
と
魚
体
組
成
の
変
化
を
み

る
と
'
豊
漁
時
代
の
魚
体
は
中

･
大
型
魚
で
あ

っ
た

の
が
'
不
漁
時
代
に
入
る
と
中
･
小
型
魚
に
変
っ
た
｡

ま
た
資
源
量
の
豊
度
と
漁
場
形
成
範
囲
の
拡
大

･
縮

小

(図
4
-
俗
)
は
､
マ
イ
ワ
シ
の
そ
れ
と
同
じ
様

で
あ
る

｡

マ
サ
バ
資
源
は
'
現
在
､
最
悪
の
状
態
で
あ
る
｡

道
東
近
海
で
は
'
巻
き
網
で
獲
る
よ
う
な
魚
群
は
全

-
出
現
し
て
い
な
い
｡
そ
の
原
因
は
'
産
卵
量
や
未

成
魚

･
成
魚
の
数
が
極
端
に
少
な
い
た
め
で
あ
る
｡

特
に
'
昭
和
五
十
二
∵

五
十
四
年
に
は
三
陸
近
海
な

ど
で
漁
獲
の
強
い
影
響
に
よ

っ
て
'
成
魚

･
未
成
魚

の
数
が
着
る
し
く
減
少
し
'
そ
れ
が
再
生
産
を
悪
化

さ
せ
た
よ
う
だ
｡

と
こ
ろ
で
'
平
成
四
年
'
エ
リ
モ
岬
南
東
沖
合
な

ど
で
'
当
才
魚

(体
長
二
十

印
位
)
の
小
サ
バ
が
サ

4
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図4 浮魚太平洋系群の豊漁と不漁時代の漁場形成

-5-

ン
マ
棒
受
網
で
混
獲
さ
れ
た
り
'
発
見
頻
度
も
多
か

っ
た
｡
こ
れ
は
､
近
年
珍
ら
し
い
現
象
で
あ
り
'
翌

年
も
そ
れ
が
出
現
す
る
か
は
､
不
明
で
あ
る
｡
そ
れ

に
し
て
も
'
当
面
､
こ
の
当
才
魚
が
発
育
し
て
成
魚

と
な
り
､
産
卵
が
終
る
ま
で
の
三
年
～
四
年
間
は
'

大
切
に
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
｡

仰

サ
ン
マ
北
西
太
平
洋
系
群

こ
の
系
群
の
主
な
産
卵
期
は
'
十
月
か
ら
翌
年
の

五
月
頃
ま
で
で
あ
る
｡
産
卵
場
は
'
主
に
三
陸
や
常

盤
沖
か
ら
四
国
沖
の
黒
潮
流
域
及
び
'
同
北
上
分
枝

域
の
周
辺
で
あ
る
｡
漁
獲
の
対
象
は
'
体
長
二
十
四

m
～
二
十
八

仰
の
中
型
魚
と
三
十

α
～
三
十
二

8
の

大

型
と
特
大
型
魚
な
ど
で
あ
る
｡

こ
の
漁
業
は
､
流
網
か
ら
棒
受
網
に
変

っ
た
の
が

昭
和
二
十
四
年
頃
か
ら
で
あ
る
｡
そ
の
後
'
着
業
隻

数
の
増
加
も
あ

っ
て
､
水
揚
げ
が
急
増
し
年
間
四
十

万
ト
ン
か
ら
五
十
万
-
ン
の
豊
漁
時
代
に
入

っ
た
の

は
'
昭
和
三
十
年
か
ら
同
三
十
七
年
ま
で
で
八
年
間

も
続
い
た
｡
こ
の
水
揚
量
は
そ
の
後
'
変
動
し
な
が

ら
増

･
滅
し
､
最
低
に
な
っ
た
の
は
'
昭
和
四
十
四

年
の
五
万
ト
ン
台
で
あ
っ
た
｡
こ
の
原
因
は
定
か
で

な
い
｡
資
源
が
回
復
L
t
水
揚
量
が
二
十
万
ト
ン
台

か
ら
三
十
万
ト
ン
台
に
安
定
し
て
き
た
の
は
昭
和
五

十
七
年
以
降
で
あ
る
｡
た
だ
し
'
こ
の
数
量
は
'
獲
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れ
す
ぎ
て
魚
価
が
安
-
な
り
､
そ
の
た
め
に
水
揚
制

限
を
行
な
っ
た
結
果
で
あ
る
｡
サ
ン
マ
資
源
は
現
在

も
多
い
よ
う
な
の
で
'
自
由
操
業
で
あ
れ
ば
'
四
十

万
ト
ン
位
の
水
揚
げ
は
可
能
で
あ
ろ
う
｡

仙

ス
ル
メ
イ
カ
太
平
洋
系
群

こ
の
系
群
の
産
卵
期
は
'
主
に
十

一
月
か
ら
二
月

の
冬
期
間
で
あ
る
｡
産
卵
場
は
'
本
州
太
平
洋
側
と

同
日
本
海
側
の
中
南
部
沿
岸
域
と
九
州
西
部
及
び
東

支
那
海
で
あ
る
｡
漁
獲
の
対
象
は
'
主
に
北
上
と
南

下
の
索
餌
群
で
あ
る
｡

水
揚
量
が
多
-
な
り
'
二
十
万
ト
ン
か
ら
三
十
万

ト
ン
台
の
豊
漁
時
代
に
入

っ
た
の
は
'
昭
和
三
十
三

年
か
ら
同
四
十
四
年
の
十
二
年
間
で
あ
っ
た
｡
こ
の

豊
漁
時
代
の
主
漁
場
は
､
道
東

(釧
路

-
広
尾
)
沖

と
根
室
海
峡

(羅
臼
沖
)
及
び
南
千
島

周
辺
海
域
に

片
寄

っ
て
い
た
｡
不
漁
時
代
は
'
昭
和
四
十
五
年
頃

か
ら
続
き
'
漁
場
も
目
高
沖
'
八
戸
沖
､
三
陸
沖
に

南
偏
L
t
そ
の
規
模
も
小
さ
か
っ
た

(図

4
-
㈲
)
0

と
こ
ろ
で
'
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
'
平
成
二
年

以
降
'
ま
と
ま
っ
た
漁
場
が
釧
路
沖
か
ら
広
尾
沖
や

羅
臼
沖
に
も
形
成
さ
れ
た
｡
水
揚
量
も
'
道
東
海
域

と
根
室
海
峡
を
含
め
近
年

(昭
和
六
十
年
～
同
六
十

三
年
)
百
ト
ン
以
下
と
大
不
漁
で
あ

っ
た
の
が
'

平
成
三
年
に
は
二

･
八
万
ト
ン
と
急
増

(図
5
)
L
t

さ
ら
に
平
成
四
年
に
は
前
年
を
上
回
る
好
漁
が
続
い

て
い
る
｡
ま
た
釧
路

･
羅
臼
港
で
は
獲
れ
す
ぎ
て
'

漁
獲
制
限
も
行
な
っ
た
｡
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
､
釧

路
沖
や
羅
臼
沖
の
ス
ル
メ
イ
カ
資
源
は
､
確
か
に
回

復
し
て
い
る
よ
う
だ
｡

3.
最
近
の
浮
魚
た
ち
の
出
現
状
態

以
上
'
マ
イ
ワ
シ

･
マ
サ
バ

･
サ
ン
マ
･
ス
ル
メ

イ
カ
太
平
洋
系
群
の
資
源
状
態
や
漁
場
形
成
な
ど
を

概
略
的
に
述
べ
て
き
た
が
'
最
近

(平
成
二
年
～
同

四
年
)
道
東
海
域
及
び
そ
の
周
辺
で
'
マ
イ
ワ
シ
資

源
の
減
少
に
と
も
な
っ
て
'
特
に
目
立

っ
て
き
た
の

は
他
の
浮
魚
た
ち
の
資
源
や
生
態
の
変
化
で
あ
る
｡

そ
れ
は
'
前
に
も
述
べ
た
が
'
ス
ル
メ
イ
カ
資
源

の
増
加
及
び
漁
場
の
拡
大
と
北
偏
､
カ
タ
ク
チ
イ
ワ

シ
の
出
現
'
マ
サ
バ
当
才
魚
の
出
現
'
サ
ン
マ
特
大

型
魚

(体
長
三
十

二

三
十
二

e
)
と
超
肥
満
体
の

量
に
獲
れ
て
い
た
魚
が
'
資
源
量

が
大
幅
に
減

っ
た
た
め
獲
れ
な
-

な
り
'
そ
れ
に
か
わ
っ
て
別
の
魚
が
増
え
'
大
量
に

獲
れ
る
｣
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
現
象
は
突
然

お
こ
る
こ
と
で
な
く
'
数
年
前
か
ら
他
の
漁
業
に
よ

る
多
量
の
混
獲
な
ど
で
兆
候
が
み
ら
れ
る
｡

そ
れ
で
は
'
道
東
海
域
に
お
け
る
魚
種
交
替
の
移

行
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
'
参
考
と
し
て
過
去

に
マ
サ
バ
か
ら
マ
イ
ワ
シ
に
か
わ
る
前

･
後
の
三
カ

年

(昭
和
五
十
年
～
同
五
十
二
年
)
と
'
最
近

マ
イ

ワ
シ
か
ら
他
の
魚
種
に
か
わ
り
つ
つ
あ
る
三
カ
年
(辛

成
二
年
～
同
四
年
)
の
漁
場
形
成
や
漁
獲
物
及
び

一

操
業
当

り
漁
獲
量
の
変
化
に
つ
い
て
'
検
討
し
た
結

果
を
述
べ
る
｡

仙

マ
サ
バ
か
ら
マ
イ
ワ
シ
へ
の
移
行

近年の道東太平洋と根室海峡
のスルメイカ水棲量

出
現
な
ど
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は

生
物
社
会
の
中
で
あ
る
種
の
資
源

は
'
他
の
種

(種
問
関
係
)
と
深

い
関
係
を
も
ち
な
が
ら
､
増
加
と

減
少
を
-
り
返
し
て
い
る
た
め
で

あ
り
'
そ
れ
が
諸
属
性

(肥
満
度
'

成
長
な
ど
)
に
も
影
響
を
与
え
た

の
で
あ
ろ
う
｡

4
.
魚
種
交
替
の
過
程

魚
種
交
替
の
内
容
は
､

｢
あ
る

5図

海
域

(生
活
域
)
を
数
魚
種
で
利

用
し
て
い
る
場
合
､
こ
れ
ま
で
大
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マ
サ
バ
か
ら
マ
イ
ワ
シ
に
か
わ
る
三
年
前
の
昭
和

四
十
八
年
か
ら
'
マ
サ
バ
巻
き
網
'
サ
ン
マ
棒
受
網
'

さ
ら
に
定
置
網
な
ど
に
よ
っ
て
'
マ
イ
ワ
シ
が
大
量

に
混
獲
さ
れ
て
い
た
｡
そ
れ
で
も
昭
和
五
十
年
ま
で

は
､
マ
サ
バ
の
水
揚
量
は
他
の
魚
種

(
サ
ン
マ
'
ス

ル
メ
イ
カ
)
よ
り
も
多
-
'
漁
場
に
つ
い
て
も
優
占

し
て
い
た
｡
そ
れ
に
漁
獲
物
は
資
源
量
の
多
か
っ
た

時
と
同
様
'
体
長
三
十

･
三
十

1
8
を
中
心
と
し
た

三

･
四
年
魚

(中

･
大
型
)
で
占
め
ら
れ
て
い
た
｡

一
方
'
釧
路
か
ら
広
尾
の
沿
岸
漁
場
に
は
'
数
年
振

り
に
ス
ル
メ
イ
カ
漁
場
が
形
成
さ
れ
た
｡
(図
6
-
仙
)
.

と
こ
ろ
で
'
翌
昭
和
五
十

1
年
に
入
る
と
'
道
東

沿
岸
域

一
帯
は
マ
イ
ワ
シ
が
漁
期
始
め
の
七
月
か
ら

優
占
的
に
出
現
L
t
大
き
な
漁
場
を
形
成
し
た
｡
そ

れ
に
対
し
て
マ
サ
バ
の
漁
場
範
囲
は
､
前
年
よ
り
も

大
幅
に
縮
小
し
た

(図
6
-
6
i)
｡

こ
の
頃
の
巻
き

網
の
漁
獲
物
は
'
マ
イ
ワ
シ
に
マ
サ
バ
が
混
り
'
魚

種
組
成
が
か
わ
っ
た
｡
そ
し
て
昭
和
五
十
二
年
に
入

る
と
道
東
の
沿
岸
域
か
ら
沖
合
域
は
'
完
全
に
マ
イ

ワ
シ
漁
場
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
た

(図
6
-
価
)
0

と
も
な
っ
て
マ
イ
ワ
シ
の
水
揚
量
は
'
昭
和
五
十

1

年
に
約
三
十
万
ト
ン
で
あ
っ
た
の
が
'
翌
五
十
二
年

に
は
四
十
八
万
ト
ン
と

1
･
六
倍
も
増
加
し
た
｡
こ

の
頃
の

一
操
業
当
り
漁
獲
量
は
多
い
と
き
で
千
ト
ン

(推
定
)
位
に
も
な
り
'
運
搬
船
に
積
み
き
れ
ず
海

中
投
棄
し
た
り
､
ま
た
群
が
大
き
い
た
め
破
網
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
｡

N

ば

ば

N

ぱ

E 1440 1450 146o E

図6-日) マサバからマイワシに代る浮魚類の漁場図 (1975)

1450 14601450 146o E 14401140E図612) マサバからマイワシに代る浮魚類の漁場図 (1976)

E1440 1450 146o E 1440 1450 1460

図6-(3)マサバからマイワシに代る浮魚類の漁場図(1977)

-7-



釧路水託だより 第68号 (1992･12)

な
お
'
魚
種
交
替
が
始
ま
っ
た
頃
の
マ
サ
バ
の
漁

獲
物
は
'
型
の
良
い
中

･
大
型
魚
の
出
現
が
少
な
く

主
体
は
す

っ
か
り
若
令
化
し
て
二
十

1
α
～
二
十
六

S
の
小
型
魚
に
か
わ
っ
た
｡

l
方
､
マ
イ

ワ
シ
の
漁

獲
物
は
'
大
部
分
十
七

m
～
十
九

α
の
小

･
中
羽
(満

一
･
二
年
魚
)
で
あ

っ
た
｡

必

マ
イ
ワ
シ
か
ら
他
魚
種

(
ス
ル
メ
イ
カ

･
サ

ン
マ
)
へ
の
移
行

道
東
海
域
の
マ
イ
ワ
シ
の
来
遊
資
源
量

(
l
操
業

N

43

げ

N

ば

ocqq

当
り
平
均
漁
獲
量
)
が
減
少
し
た
の
は
昭
和
六
十
年

以
降
'
水
揚
量
が
目
立

っ
て
減
少
し
た
の
は
そ
れ
か

ら
四
年
後
の
平
成
元
年
か
ら
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
マ
イ
ワ
シ
の
漁
場
範
囲
の
状
態
を
み

る
と
､
平
成
二
年
に
は
'
す
で
に
漁
期
始
め
の
七
月

か
ら
着
る
し
く
縮
小

(図
7
-
仙
)
し
て
お
り
'
例

年
大
き
な
漁
場
を
形
成
す

る
九
月
に
入

っ
て
も
'
漁

場
規
模
は
回
復
し
な
か
っ
た
｡
翌
年
も
同
様
で
あ

っ

た

(図
7
-
偽
)
｡

そ
し
て
平
成
四
年
に
入
る
と
'

そ
の
規
模
が
さ
ら
に
小
さ
-
な
っ
た
｡
当
然
､

一
操

業
当
り
平
均
漁
獲
量
も
か
つ
て
の
昭
和
五
十
九
年
に

は
大
群
の
数
が
多
-
'
こ
れ
ま
で
の
最
高
で
約
三
百

ト
ン
を
記
録
し
て
い
た
の
が
､
平
成
二
'
三
年
に
な

る
と
小
群
主
体
で
あ
る
た
め
'
両
年
と
も
百
七
十
ト

ン
台
と
な
り
'
大
幅
に
低
下
し
た
｡

さ
て
'
マ
イ
ワ
シ
資
源

(水
揚
)
の
減
少
や
漁
場

規
模
の
縮
小
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
､
ス
ル
メ
イ
カ

と
サ
ン
マ
の
出
現
で
あ
る
｡
ス
ル
メ
イ
カ
は
'
平
成

,Jn

Oco

4

N

4

042

N

43

E 1440 1450 14601459 14♂

図7-日)マイワシから他魚種に代る浮魚類の漁場図 (1990)

1460E 1440
図7-(2)マイワシから他魚種に代る浮魚類の漁場図(1991)

E14401450 146o E 1440 1450 1460

図7-(3)マイワシから他魚種に代る浮魚類の漁場園(19921
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釧路水斌だより 第68号 (1992･12)

二
年
の
九
､
十
月
道
東
沿
岸
域
に
ま
と
ま
っ
た
漁
場

を
形
成
し
､
翌
年
以
降
に
な
る
と
'
そ
の
漁
場
は
さ

ら
に
拡
大
し
'
か
つ
て
マ
イ
ワ
シ
が
独
占
し
て
い
た

釧
路
沖
か
ら
広
尾
沖
の
沿
岸
漁
場
は
'
完
全
に
ス
ル

メ
イ
カ
漁
場
に
か
わ
っ
た
｡
ま
た
'
ス
ル
メ
イ
カ
漁

場
の
沖
合

古
市
は
'
サ
ン
マ
漁
場
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
て
い
る

(図
7
-
価
)
｡

魚
種
交
替
は
'
す
で
に

始
ま
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
｡

ま

と

め

以
上
'
道
東
海
域
で
は
間
も
な
-
'
マ
イ
ワ
シ
の

姿
が
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
｡
こ
れ
か
ら
の
優
占
種

は
'
す
で
に
ふ
れ
た
通
り
'
ス
ル
メ
イ
カ
と
サ
ン
マ

に
か
わ
り
'
昭
和
三
十
年
代
に
も
ど
る
よ
う
だ
｡
そ

の
後
'
マ
サ
バ
に
か
わ
る
可
能
性
も
あ
る
｡

な
お
'
ス
ル
メ
イ
カ
と
サ
ン
マ
を
合
せ
た
水
揚
げ

数
量
は
'
両
種
の
資
源
が
マ
イ
ワ
シ
資
源
よ
り
も
小

さ
い
と
推
定
さ
れ
る
の
で
'
数
量
的
に
は
期
待
出
来

な
い
で
あ
ろ
う
｡

9



12)釧路水武だより 第68号 (1992

地
域
特
産
種
増
殖
技
術
開
発
事
業

ホ
ツ
キ
ガ
イ
の
積
極
的
な
増
殖
に
む
け
て

(そ
の
-
)

本
事
業
に
つ
い
て
は
､
全
体
計
画
を
釧
路
水
誌
だ

よ
り

六
十
六
号

(平
成
三
年
十
月
)
で
説
明
し
ま
し

た
の
で
詳
細
は
省
略
し
ま
す
か
'

｢
地
域
特
産
種
増

殖
技
術
開
発
事
業
｣
と
い
う
こ
と
ば
を
初
め
て
耳
に

さ
れ
る
人
も
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
'
も
う

一

度
事
業
の
概
要
を
説
明
し
て
お
き
ま
す
｡

こ
の
事
業
は
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
五
力
年
計
画

で
国
の
補
助
を
受
け
て
始
め
ら
れ
､
魚
種
毎
に
グ
ル

ー
プ
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
｡
ホ
ッ
キ
ガ
イ
は
そ
の
中

の
二
枚
貝
類
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
て
お
り
'
北
海
道
'

青
森
県
'
宮
城
県
'
福
島
県
'
茨
城
県
で
人
工
種
苗

生
産
'
中
間
育
成
'
資
源
添
加
に
つ
い
て
技
術
開
発

を
進
め
て
き
ま
し
た
｡
北
海
道
は
平
成
二
年
度
か
ら

こ
の
事
業
に
参
画
し
て
い
ま
す
｡
人
工
種
苗
生
産
は

道
南
の
鹿
部
町
に
あ
る
栽
培
漁
業
総
合
セ
ン
タ
ー
が
'

中
間
育
成

(延
べ
縄
垂
下
式
)
は
同
セ
ン
タ
ー
と
渡

島
北
部
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所
が
八
雲
漁
業
協

同
組
合
の
協
力
を
得
て
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
ま
す
｡

資
源
添
加

(海
底
直
蒔
き
に
よ
る
中
間
育
成
)
は
釧

路
水
産
試
験
場
と
釧
路
東
部
地
区
水
産
技
術
普
及
指

導
所
が
浜
中
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
を
得
て
実
施
し

城

野

草

平

釧
路
東
部
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所

て
い
ま
す
｡

こ
こ
で
は
釧
路
水
産
試
験
場
と
釧
路
東
部
地
区
水

産
技
術
普
及
指
導
所
が
担
当
す
る
資
源
添
加

(海
底

直
蒔
き
に
よ
る
中
間
育
成
)
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
｡
前
回

(釧
路
水
誌
だ
よ
り
六
十
六
号
)
は
平
成

二
年
十
月
に
第

一
回
目
の
人
工
種
苗
を
放
流
し
て
九

カ
月
後
の
追
跡
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
ま
で
で
終
わ
り

ま
し
た
の
で
､
今
回
は
以
下
の
二
つ
に
つ
い
て
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

仙

第

一
回
目
の
放
流
種
苗
の
十

l
カ
月
後

(平
成

三
年
九
月
)
の
取
り
上
げ

惚

平
成
三
年
十
月
の
第
二
回
目
の
放
流
と
追
跡
調
査

州

第

一
回
目
の
放
流
種
苗
の
十

一
カ
月
後

(平
成

三
年
九
月
)
の
取
り
上
げ

第

1
回
目
の
放
流
は
平
成
二
年
十
月
十
五
日
に
お

こ
な
い
ま
し
た
｡
放
流
場
所
は
浜
中
湾
の
離
岸
堤
岸

側
の
放
流
区

(
Ⅰ
､
Ⅱ
'
皿
区
-
各
二
十
五
qm
)
で
'

放
流
数
は
各
区
約
三
三
'
三
〇
〇
個
体

(
一､
三

三

〇
個
体
/
qE
)
で
合
計
十
万

個
体
､
種
苗
の
大
き
さ

は
平
均
殻
良
三

二
二
m
で
し
た
｡

㈲

取
り
上
げ
方
法

放
流
十

T
カ
月
後
の
取
り
上
げ
は
ダ
イ
バ
I
に
よ

る
エ
ア
1
-
7
ト
方
式
で
お
こ
な
い
ま
し
た
｡
エ
ア

ー
リ
フ
ト
に
は
フ
-
カ
I
潜
水
用
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

ー
と
通
気
ホ
ー
ス
を
用
い
て
二
イ
ン
チ
の
吸
い
込
み

ホ
ー
ス
の
先
端
部
に
空
気
を
送
り
込
み
ま
し
た
｡
送

気
量
は
二
百
e
J
m
in
(水
深
四

m
)
と
し
ま
し
た
｡

吸
い
込
み
ホ
ー

ス
は
全
長
十

m
と
L
t
そ
の
後
端
に

回
収
器
を
連
結
し
ま
し
た
｡
回
収
器
は
市
販
の
蓋
付

き
透
明
衣
装
ケ
ー
ス

(五
九
〇
×
三
八
四
×
三
二
〇

E
)
の
底
面
に
t
1
m
メ
ッ
シ

ュ
を
張
り
､
発
泡
ス

チ

ロ
ー
ル
の
フ
ロ
ー
ト
を
側
面
上
部
に
二
個
取
付
け
て図 1-1 エアーリフトの回収器 (底面)

10-



12)釧路水託だより 第68号 (1992

図 1-2 エアーリフトの吸い込みホース
(吸い込み口)

図 1-3 エアーリフトによる取り上げ状況

海
面
に
浮
か
べ
ま
し
た
｡

(
図
1
-
1
-
3
)

底
砂
の
吸
い
上
げ
は
ダ
イ
バ
I
が

1
ポ
枠
を
用
い
'

枠
内
の
砂

(厚
さ
五

仰
)
を
完
全
に
吸
い
上
げ
ま
し

た
｡

T
qg
の
底
砂
の
吸
い
上
げ
に
約
七
分
を
要
し
ま

し
た
O
回
収
器
は
二
個
用
意
し
､

1
定
面
積
の
砂
を

吸
い
上
げ
た
後
交
換
し
ま
し
た
｡

取
り
上
げ
結
果
の
う
ち
､
放
流
員
の
分
散
状
況
を

図
-
に
'
柴
死
員
の
分
布
状
況
を
図
3
に
そ
れ
ぞ
れ

示
し
ま
し
た
｡
放
流
員
と
天
然
員
の
区
別
は
障
害
輪

の
有
無
で
お
こ
な
い
'
確
実
に
放
流
員
と
思
わ
れ
る

個
体
を
測
定
し
ま
し
た
｡
取
り
上
げ
に
は
三
日
間
を

要
し
､
回
収
面
積
は
1
'
Ⅱ
'
Ⅲ
区
の
放
流
区
内
全

部

(各
二
十
五
が
)
と
Ⅲ
区
の
放
流
区
外

(二
十
qE
)

お
よ
び
放
流
区
周
辺
海
域

(三
十

二
m)
の
合
計
l

二
六
qm
で
し
た
｡
エ
ア
1
-
7
ト
を
用
い
る
と
ダ
イ

バ
I
料
は
必
要
で
す
が
'
ス
,～
ス
･
マ
ッ
キ
ン
ク
イ

ヤ
ー
型
採
泥
器

(採
集
面
積
-
〇

･
〇
五
"EZ)
と
比

べ
る
と
精
度
の
高
い
調
査
が
で

き
ま

す
｡
ち
な
み
に

一
二
六
"EZの
採
泥
を
採
泥
器
で
お
こ
な
う
と
'
な
ん

と
二
'
五
〇
〇
回
以
上
の
採
泥
を
し
な
-
て
は
な
り

ま
せ
ん
｡

一
日
あ
た
り
八
〇
〇
回
以
上
に
な
り
'
採

泥
器
を
使
用
し
た
経
験
の
あ
る
人
に
は
重
労
働
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
｡

㈲

取
り
上
げ
結
果

【残
留
と
生
残
】

残
留
率
は
放
流
区
内
に
残
留
し
て
い
た
個
体
数
の

全
放
流
数

(十
万
個
体
)
に
対
す
る
割
合
と
L
t
次

式
で
算
出
し
ま
し
た
｡

残
留
率
(形
)
-
放
流
区
内
の
残
留
数
÷
全
放
流

&
x

1
0
0

放
流
員
の
放
流
区
内
で
の
残

留
数
は
1
､
Ⅱ
'
Ⅲ
区

で
そ
れ
ぞ
れ
十
四
'
六
t
O
個
体
で
し
た
｡
放
流
区

内
の
残
留
数
は
二
十
個
体

'
残
留
率
は
〇

･
〇
二
%

で
し
た
｡

生
残
率
は
放
流
貝
が
集
中
し
て
み
ら
れ
た
範
囲
内

の
平
均
放
流
員
数
か
ら
推
定
し
た
生
残
数
の
全
放
流

数
に
対
す
る
割
合
と
し
､
次
式
で
算
出
し
ま
し
た
｡

生
残
数
=
採
集
放
流
員
数
÷
採
集
面
積
×
放
流

員
が
集
中
し
た
面
積

生
残
率
(%
)
-
生
残
数
÷
全
放
流
数
×

一
〇
〇

今
回
の
取
り
上
げ
調
査
で
は
放
流
区
内
と
区
外

か
ら

合
計
二
十
九
個
体
の
放
流
員
が
採
集
さ
れ
ま
し
た
｡

放
流
員
は
図
-
の
E3

部
分
の
約
三
〇
'
0
0
0
p
S

に
集
中
し
て
い
ま
し
た
｡
そ
の
範
囲

の
実

際
の採
集

面
積
が

1
〇
六
qE
で
採
集
個
体
数
が
二
十
九
個
体

(平
均
〇

二
二
個
体
/
qg
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
残

数
は
九

'
0
0
0
個
体
､
生
残
率
は
九
%
と
推
定
し

ま
し
た
｡

【
成
長
】

放
流
員
の
成
長
は
障
害
輪
か
ら
判
断
し
ま
し
た
｡



図2 放流具の分散状況 (数字は採集個体数)

Y / i

トb､●

●1 ●
[= ~｢ 1 甲 声璽 亡 = コ

●1 ●●

図3 弗死具の分布状況 (数字は採集片穀数)
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釧路水託だより 第68号 (1992･12)

放
流
時
の
平
均
殻
長
は
三

･
五

m
(
二

･
六
～
七

･

一
g
)
で
'
採
集
さ
れ
た
放
流
貝
の
平
均
殻
長
は
五

･
五

m
(三

･
八
～
七

･
七

m
)
で
し
た
｡
放
流
後

十

一
ケ
月
間
の
成
長
は
平
均
二

m
(〇

･
三
～
四

･

三

g
)
と
極
め
て
悪
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
｡

【
移
動
分
散
】

放
流
区
外
で
採
集
さ
れ
た
放
流
貝
は
九
個
体
で
､

そ
れ
ら
の
分
散
方
向
は
放
流
区
か
ら
東
ま
た
は
北
西

方
向
で
し
た
｡
分
散
距
離
は
も

っ
と
も
遠
く
で
放
流

区
か
ら
二
〇

〇
仇
で
し
た
｡

[
#
tg
]

巣
死
し
た
放
流
貝
の
片
殻
が
取
り
上
げ
時
に
六
六

九
個
採
集
さ
れ
ま
し
た
｡
右
殻
と
左
殻
の
割
合
は
ほ

ぼ

一
対

l
で
し
た
｡
巣
死
個
体
は
図
3
の
閉
山
部
分

の
約
二
〇
'

〇〇
〇qg
か
ら
主
に
採
集
さ
れ
ま
し
た
｡

そ
の
範

囲
の

実際
の採集
面
積
が

1
〇
五
戒
で
巣
死

員
数
は
三
三
四
個
体

(平
均
三

･
二
個
体
/
qg
)
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
'
生
残
率
の
算
出
方
法
に
な
ら
っ

て
巣
死
数
は
約
六

〇
'
〇
〇
〇
個
体
と
推
定
し
ま
し

た
｡巣

死
員
数
か
ら
逆
算
し
た
生
残
率
は
約
四
十
%
と

な
り
'
前
述
の
九
%
に
比
べ
る
と
三
十

一
%
も
多
い

結
果
と
な
り
ま
す
｡
こ
の
差
は
調
査
し
た
範
囲
以
上

に
死
殻
が
分
散
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
'
ま

た
食
害
に
よ
り
殻
の
形
態
を
と
ど
め
て
い
な
い
場
合

も
あ
っ
て
採
集
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
原
因
と
思
わ

れ
ま
す
｡
し
た
が
っ
て
実
際
の
巣
死
個
体
数
は
推
定

値
よ
り
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡
巣
死
個
体
は
は
と

∈ヨオオアマモ群落

図 6 オオアマモ区設置状況
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釧路水乾だより 第68号 (1992･12)

ん
ど
が
成
長
し
て
か
ら
尭
死
し
て
お
り
'
平
均
殻
長

は
六

･
四

m
(三
～
十
三

m
)
で
し
た
｡
巣
死
放
流

貝
と
苑
死
天
然
貝
は
殻
の
透
明
度
か
ら
容
易
に
判
断

で
き
ま
し
た
｡
放
流
貝
は
放
流
時
の
殻
が
薄
く
透
け

て
見
え
'
成
長
後
の
殻
が
厚
く
不
透
明
で
し
た
｡

1

万
天
然
貝
は
殻
全
体
が
不
透
明
で
し
た
｡
舞
死
個
体

は
殻
の
壊
れ
が
な
-
'
死
ん
で
間
も
な
い
と
思
わ
れ

ま
し
た
｡
ま
た
タ
マ
ガ
イ
類
に
捕
食
さ
れ
た
痕

(丸

い
穴
が
あ
-
)
が
な
い
こ
と
や
､
ヒ
ト
デ
頬
の
生
息

も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
'
こ
れ
ら
に
よ
る
食
害
は

な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
｡
巣
死
の
原
因
と
し
て
は

上
記
以
外
の
生
物
に
よ
る
食
害

(例
え
ば
ヒ
モ
ム
シ

頬
な
ど
)
'
種
苗
の
活
力
低
下
'
波
浪
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
｡

Aは

平
成
三
年
十
月
の
第
二
回
目
の
放
流
と
追
跡
調
査

㈲

放
流
区
設
定

第
二
回
目
の
放
流
は
離
岸
堤
岸
側

(離
岸
堤
区
)

と
オ
オ
ア
マ
モ
生
育
域

(
オ
オ
ア
マ
モ
区
)
に
そ
れ

ぞ
れ
放
流
区
を
設
け
ま
し
た

(図
I
)
｡

離
岸
堤
区

は
離
岸
堤
末
端
部
の
岸
側
に
設
置
し
ま
し
た

(図
5
)0

こ
こ
は
平
成
二
年
度
の
放
流
調
査
で
､
も
っ
と
も
地

形
変
化
が
少
な
-
'
種
苗
の
残
留
が
良
好
で
あ
っ
た

部
分
で
す
｡
オ
オ
ア
マ
モ
区
は
三
つ
の
パ
ッ
チ
状
の

群
落
に
ま
た
が
っ
て
お
り
､
オ
オ
ア
マ
モ
生
育
部
と

砂
地
の
割
合
が
約
六
対
四
に
な
っ
て
い
ま
す
(図
-
)0

･D;

放
流
事
前
調
査

(平
成
三
年
九
月
)

離
岸
堤
区
周
辺
の
底
質
環
境
は
'
底
砂
の
中
央
粒

図7 オオアマモ分布調査点

表 1 オオアマモの
被度階級

各調査点における方形枠設置箇所
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径

〇
･
〇
九

〇
～
〇
･
〇
九
九
冊
､
シ
ル
ト
(泥
分
)

含

有
率

二
二

一～
二
二

ハ%
､
c
O
D

一
･
〇
八
-

1
･
七

1
野
/

ダ
乾
泥
'
全
硫
化
物
〇
･
〇

一
～

〇

･
〇
三
野
/
タ
乾
泥
で
し
た
｡
椎
貝

の
生

息
環

境
と

し

て
は
良
好
な
環
境
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
｡

オ
オ
ア
マ
モ
区
周
辺
の
粒
度
組
成

(オ
オ
ア
マ
モ

基
部
)
は
中
央
粒
径
〇

･
〇
九
四

珊
'
シ
ル
ト
含
有

率
二

･
一
%
で
'
離

岸
堤

区
と
あ
ま
り
差
が
な
-
'

特
に
泥
が
堆
積
し
て
い
る
よ
う
す
も
観
察
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
｡
事
前
調
査
で
は
C
O
D
t
全
硫
化
物
は

測
定
し
て
い
ま
せ
ん
｡

ま
た
浜
中
湾
に
お
け
る
オ
オ
ア
マ
モ
分
布
調
査
を

平
成
三
年
八
月
に
お
こ
な
い
ま
し
た
｡
こ
の
調
査
で

は
図
-
に
示
す
三
十
三
点

(水
深

1
m
ご
と
)
に
つ

い
て
オ
オ
ア
マ
モ
の
被
度
と
現
存
量
を
調
べ
'
底
砂

の
採
集
を
お
こ
な
い
ま
し
た
｡
被
度
調
査
は
図
8
に

示
す
よ
う
に
船
上
か
ら
投
下
し
た
枠
胤
と
そ
れ
を
中

心
と
し
た
四
方
に
四
枠
慨
の
五
qg
に
つ
い
て
お
こ
な
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い
ま
し
た
｡
被
度
は
各
枠
内
の
オ
オ
ア
マ
モ
量
の
目

視
に
よ
る
割
合
脚
か
ら
そ
の
平
均
値
を
求
め
'
表
-

に
示
す
よ
う
に
五
か
ら

○
の
六
段
階
で
表
し
ま
し
た
｡

枠
取
り
は

二
g
(図
8
の
A
枠
)
に
つ
い
て
お
こ
な

い
､
採
集
し
た
オ
オ
ア
マ
モ
の
株
数
'
葉
の
枚
数
'

糞
の
長
さ

(最
大
値
)
､

湿
重
量
､
乾
燥
重
量

(風

乾
後
'
八
十
℃
で
四
十
八
時
間
)
を
そ
れ
ぞ
れ
測
定

し
ま
し

た
｡

各

調

査

点
の
底
砂
は
'
中
央
粒
径
は

〇
･
〇
八
八

～
〇

･
一
五
〇

m
の
範
囲
に
あ
り
､
水

深
が

深
-
な

る
に
し
た
が

い
細
粒
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
｡

シ
ル
ト
含
有
率
も
同
様
に
〇

･
三
～
六

二
二
%
と
水

深
を
追
う
ご
と
に
高
-
な

る
傾
向

が
み
ら
れ
ま
し
た
｡

オ
オ
ア
マ
モ
は
st
5
'
6
､
12
'
13
､
18
'
20
で
生

育
が
み
ら
れ
'
そ
れ
ら
の
調
査
点
で
の
シ
ル
ト
含

有
率
は
t
st
18
で

一
･
1
%
と
他
に
比
べ
て
少
な

か

っ
た
も
の
の
'
三

二

一～
五

二
二
%
の
範
囲
で

し
た
｡
こ
れ
は
水
深
の
増

加
に
し
た
が
い
シ
ル
ト

含
有
率
が
増
加
し
た
も
の
で
､
オ
オ
ア
マ
モ
の
生

育
に
よ
り
シ
ル
ト
が
沈
積
し
た
も
の
で
は
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
｡

オ
オ
ア
マ
モ
の
分
布
は
四
～
六

桝
の
水
深
帯
に
限

ら
れ
て
お
り
'
平
均
被
度
は
湾
の
南
側

(霧
多
布
港

寄
り
)
で
高
-
'
北
側

(離
岸
堤
寄
り
)
は
ど
低
い

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
｡
被
度
の
高
低
は
海
域
の
静
穏

度
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
'
浜
中
湾
で
は
湾
の

南
側
は
ど
波
浪
の
影
響
を
受
け
に
-
い
と
思
わ
れ
ま

す
｡
オ
オ
ア
マ
モ
の
生
育
状
況
は
ア
マ
モ
に
比
べ
て

表2 浜中湾におけるオオアマモの現存量

水 深 晋発 讐 管 ‰ 遺 棄の枚数 最Xcm*長日王!

3
2

2

2

1

1

4

3

8

9

0

5

5

0

3

2

3

5

6

3

6

1

1

1

1

1

1

ー

9

3

0

2

0

7

7

8

2

2

3

6

1

3

1

2

1

1

3

1

2

1

3

0

0

1

d
一
7

1

2

3

2

2

d
一

2

0
5

1

1

8

9

1

7
1

7

4

7

5

･4一
4
0

6

8

3

1

1

2

0

0

6

d
r
O

3

5

3

6

5

8

2

7

2

3

6

･4

一山7

8

楽章幅は1.4-1.6cmの範囲であった｡

5

6

5

6

4
-

6

4
一

6

12

13

18

20

オオアマモ区 (放流区)

粗
で
'
株
と
株
の
距
離
は
二
十

8程
度
'

1
ポ
あ
た

り
の
株
数
は
お
よ
そ
四
十
五
株

で
し
た
O
ま
た

7
株

の
葉
の
数
は
四
～
五
枚
'
葉
長
は
最
高
百
六
十

8
.

葉
幅
は

T
･
四
～
l
⊥
ハ
8
で
し
た

(
秦
-
)
｡

浜

中
湾
で
は
こ
の
オ
オ
ア
マ
モ
の
生
育
水
深
帯
と
ホ
ッ

キ
ガ
イ
椎
貝

(当
年
貝
)
の
分
布
と
が

一
致
し
て
お

り
'
オ
オ
ア
マ
モ
が
ホ
ッ
キ
ガ
イ
稚
貝
の
生
息
に
な

ん
ら
か
の
形
で
関
与
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
｡

逆
に
い
え
ば
オ
オ
ア
マ
モ
が
生
育
で
き
る
環
境
条
件

を
把
握
す
れ
ば
､
ホ
ッ
キ
ガ
イ
椎
貝
の
天
然
海
域
で

の
保
護
育
成
を
考
え
る
上
で
有
効
な
資
料
と
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
｡

㈹

人
工
種
苗
の
輸
送
と
蓄
養

平
成
二
年
度
と
同
様
'
平
成
三
年
十
月
八
目
に
殻

長
二

･
八
-

一
七

･
〇

mの
種
苗
九
万
個
体

(沈
着

1
四
二
日
目
､
平
均

殻
長
四

･
七

m
)
を
鹿
部
町
の

栽
培
漁
業
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
浜
中
町
ま
で
輸
送
し
'

放
流
ま
で
蓄
養
を
お
こ
な
い
ま
し
た
｡
ま
た
輸
送
前

と
輸
送
後
お
よ
び
蓄
養
後

(放
流
前
)
に
種
苗
の
活

力
を
潜
砂
試
験
に
よ
り
判
定
し
ま
し
た
｡

平
成
二
年
度
に
放
流
し
た
種
苗
は
槙
誠
を
付
け
ま

せ
ん
で
し
た
が
'
平
成
三
年
度
の
種
苗
に
は
ア
リ
ザ

リ
ン
レ
ッ
ド
S
で
赤
い
標
識
を
付
け
ま
し
た
｡

輸
送
は
前
年
度
の
反
省
か
ら
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
を
で

き
る
だ
け
避
け
る
目
的
で
'
種
苗
を
飼
育
容
器
の
ま

ま
水
を
切

っ
た
状
態
で
保
冷
ケ
ー
ス
に
収
容
し
て
お

こ
な
い
ま
し
た
｡
飼
育
容
器
は
底
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

ネ
ッ
ト
を
張
っ
た
内
寸
六

〇
･
三
×
三
八

･
九
×
七

･

15
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図9-1 人工種苗の飼育容器
(これに敷砂して種苗を飼育する)

図 9-2 輸送のため種苗の入った飼育容器
を保冷ケースに収容した状態

図9-3 保冷ケースをライ トバンに積み込み
シー トを被せて陸路輸送

-16-

五

m
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
を
十
二
個
用
い
'

各
容
器
に
は
サ
イ
ズ
に
応
じ
て
約
四
'
0
0
0
-

一

〇
'
0
0
0
個
体
の
種
苗
を
収
容
し
ま

し
た
｡
保
冷

ケ
ー

ス
は
内
寸
七
〇
×
四
五
×
四
五

仰
の
ネ
オ
カ
ル

ク
ー
ボ
ッ
ク
ス

(
A
8
型
-
サ
ン
コ
ー
株
式
会
社
)

を
用
い
ま
し
た
｡

飼
育
水
槽
か
ら
取
り
上
げ
た
飼
育
容
器
は
そ
れ
ぞ

れ
海
水
を
含
ま
せ
た
ウ
レ
タ
ン
を
か
ぶ
せ
て
ポ
-
エ

チ
レ
ン
袋
に
入
れ
ま
し
た
｡
こ
れ
を
保
冷
ケ
ー
ス
に

四
個
収
容
し
､
ケ
ー
ス
内
の
温
度
上
昇
を
お
さ
え
る

た
め
に
市
販
の
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
を
同
封
し
て
輸
送
し

ま
し
た
｡
輸
送
中
は
直
射
日
光
を
さ
え
ぎ
る
た
め
に
'

保
冷
ケ
ー
ス
の
上
に
ネ
オ
カ
ル
タ
I
シ
I
卜

(S
型

‥
同
上
)
を
被
せ
ま
し
た

(
図
9
-
-
I
-
､

3
)0

輸
送
所
要
時
間
は
約
十
二
時
間
で
､
輸
送
時

の
天

候
は
晴
れ
で
し
た
｡
種
苗
の
飼
育
水
温
は
二
十
℃
で
'

輸
送
開
始
時

(A
M
四
‥

0
0
)
の
気
温
は

一
六

四
℃
で
し
た
｡
輸
送
中
の

保
冷
ケ
ー
ス
内
の
温
度
は

一
八

･
七
℃

(p
M
四
-
○
○
)
ま
で
徐
々
に
上
昇

し
ま
し
た
｡

種
苗
生
産
の
段
階
で
は
飼
育
容
器
に
は
種
苗
の
大

き
さ
に
応
じ
た
量
の
砂

(殻
長
五

m
以
下
の
種
苗
で

砂
厚

一
8
)
が
入
れ
て
あ
り
'
こ
の
量
で
は
不
十
分

で
あ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
'
輸
送
前
日
に
適
量
追
加

し
ま
し
た
｡

輸

送

に
よ
る
温
度
上
昇
は
種
苗
の
飼
育
温
度
を
越

え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
､
と
く
に
問
題
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
車
の
振
動
で
砂
の
寄
り
が

見
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
'
種
苗
の
潜
砂
状
況

は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
ま
せ
ん
で
し
た
｡

今
回
お
こ
な
っ
た
輸
送
の
方
法
は

ハ
ン
ド
-
ン
グ

に
よ
る
種
苗
に
与
え
る
ス
ト
レ
ス
が
極
め
て
少
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
｡
飼
育
容
器
内
の
砂
は
輸
送
時
の
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振
動
を
吸
収
し
'
種
苗
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
必
要

で
す
が
'
そ
の
量
が
少
な
い
と
今
回
の
よ
う
に
振
動

で
砂
の
寄
り
が
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
｡
し
た

が
っ
て
輸
送
時
の
砂
の
厚
さ
は
､
こ
の
方
法
で
あ
れ

ば
ニ
ー
三

e
程
度
は
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
｡

輸

送
し
て
き
た
種
苗
は
飼
育
容
器
の
ま
ま
浜
中
漁

協
に
設
置
し
た
〇

･
五
ト
ン
F
R
P
水
槽

(水
量
〇

･
四
ト
ン
)
四
基
に
分
け
て
収
容
し
'
翌
日
の
放
流

ま
で
蓄
養
し
ま
し
た
｡
蓄
養
は
五
-
ク
ロ
ン
の
フ
ィ

ル
タ
I
で
ろ
過
し
た
海
水
を
用
い
'
止
水
'
無
換
水
'

通
気
の
条
件
下
で
お
こ
な
い
ま
し
た
｡
前
年
度
は
輸

送
と
蓄
養
に
際
L
t
鯖
か
け
や
容
器
替
え
に
伴
う
再

潜
砂
な
ど
の
ハ
ン
ド
-
ン
グ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
､

本
年
度
は
種
苗
の
活
力
低
下
を
避
け
､
処
理
の
簡
略

化
を
図
る
目
的
で
'
輸
送
か
ら
蓄
養
の
間
で
は
筋
か

け
や
容
器
替
え
は

一
回
も
お
こ
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
｡

蓄
養
は
十
六
時
間
お
こ
な
い
ま
し
た
｡
蓄
養
開
始

時
の
水
温
は
十
五

･
四
℃
で
､
輸
送
直
後

(十
八

･

七
℃
)
と
の
温
度
変
化
は
三

二
二
℃
で
し
た
｡
前
年

度
は
蓄
養
時
に
投
餌
を
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
の
で
'

本
年
度
は
種
苗
を
収
容
後
す
ぐ
に
約
五
万
c
eE
s＼m
-

で
パ
ブ

ロ
バ
を

一
回
投
餌
し
'
翌
日
ま
で

放
置
し
ま

し
た
｡
蓄
養
十
五
時
間
後
に
観
察
し
た
と
き
は
種
苗

は
パ
ブ

ロ
バ
を
完
全
に
摂
餌
し
て
お
り
'
糞
を
排
滑

し
て
い
ま
し
た
｡
こ
の
時
の
水
温
は
十
四

･
五
℃
で

し
た
｡
前
述
の
投
餌
の
量
と
回
数
が
適
切
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
'
次
に
述
べ
る
活
力
試
験

の
結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
'
投
餌
は
輸
送
後
の

種
苗
の
活
力
回
復
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
｡1;

活
力
判
定

種
苗
の
活
力
判
定
は
潜
砂
試
験
か
ら
得
ら
れ
た
潜

砂
個
体
の
割
合
を
指
標
と
し
ま
し
た
｡
試
験
に
用
い

た
容
器
は
三
十
五
×
二
十
五
×
五

8
の
バ
ッ
ト
で
'

ニ
ー
三

8
の
厚
さ
に
砂
を
敷
き
'
ニ
ー
三

8
の
深
さ

に
海
水
を
張
り
ま
し
た
｡
試
験
は
ニ
ー
三
人
が
同
時

に
t

f
人
が

l
回
に
つ
き
十
個
体
に

つ
い
て
観
察
し

ま
し
た
｡
そ
の
方
法
は
'
種
苗
を
砂
の
上
に
置
い
て

か
ら

1
分
毎
に
十
五
分
ま
で
連
続
し
て
'
そ
の
つ
ど

潜
砂
個
体
を
表
3
の
基
準
値
に
よ
り
計
数
し
ま
し
た
｡

な
お
観
察
は

1
応
三
十
分
で
打
り
切
り
ま
し
た
｡
種

苗
の
取
り
扱
い
は
直
接
手
で
触
ら
な
い
よ
う
に
'
薬

さ
じ
と
時
計
皿
を
用
い
ま
し
た
｡
潜
砂
試
験
は
輸
送

前
'
輸
送
後
'
蓄
養
後

(放
流
前
)
の
三
回
実
施
し

ま
し
た
｡

輸
送
前
の
活
力
試
験
は
殻
長
五

g
以
下
の
種
苗
百

個
体
と
十

m
以
上
の
種
苗
二
十
個
体
の
計
百
二
十
個

表 3 潜砂状況判定基準

基準値 海 砂 状 況

123 貝は水平で､斧

足の運動なし

貝は水平だが､

斧足が運動する

潜砂途中

4 完全潜砂 (殻長

体
に
つ
い
て
お
こ
な
い
ま
し
た
｡
輸
送
後
の
試
験
も

同
様
に
別
の
百
二
十
個
体
に
つ
い
て
お
こ
な
い
ま
し

た
O
蓄
養
後
の
試
験
に
は
'
輸
送
後
の
試
験
に
用
い

た
種
苗
を
試
験
終
了
後
に
バ
ッ
ト
.こ
と
蓄
養
水
槽
に

収
容
し
て
お
き
'
そ
れ
を
用
い
ま
し
た
｡

潜
砂
試
験
で
完
全
潜
砂

(殻
長
以
上
)
し
た
個
体

の
時
間
ご
と
の
割
合
を
図
10
に
示
し
ま
し
た
｡
試
験

中
の
水
温
は
輸
送
前
が
十
九
℃
､
輸
送
後
が
十
五

･

三
℃
'
蓄
養
後
が
十
四

･
五
℃
で
し
た
｡
輸
送
前
の

潜
砂
個
体
の
割
合
は

1
分
後
五

･
〇
%
､
五
分
後
六

四

二

一%
'
十
分
後
九
〇

･
〇
%
'
十
五
分
後
九
三

二
二
%
'
三
十
分
後
九
五

･
〇
%
で
し
た
｡
輸
送
後

の
海
砂
個
体
の
割
合
は

一
分
後

一
四

･
七
%
'
五
分

後
三
七

･
五
%
'
十
分
後
五
七

･
五
%
'
十
五
分
後

七
二

･
五
%
'
三
十
分
後
八
三

･
三
%
で
し
た
｡
潜

砂
個
体
は
輸
送
前
と
比
べ
る
と
､
試
験
開
始
二
分
後

ま
で
は
輸
送
前
よ
り
高
い
割
合
を
示
し
ま
し
た
が
'

三
分
以
降
は
明
ら
か
に
減
少
し
て
お
り
､
輸
送
に
よ

る
活
力
の
低
下
が
見
ら
れ
ま
し
た
｡
蓄
養
後
の
潜
砂

個
体
の
割
合
は

一
分
後
三
六

･
七
%
'
五
分
後
八
g
]

二

一%
'
十
分
後
九
六

･
七
%
､
十
五
分
後
九
九

･

二
%
､
三
十
分
後
百
%
で
し
た
｡
こ
れ
は
輸
送
前
よ

り
良
い
結
果
と
な
り
'
輸
送
で
低
下
し
た
種
苗
の
活

力
は
蓄
養
に
よ
り
完
全
に
回
復
し
た
と
い
え
ま
す
｡

今
回
の
試
験
結
果
か
ら
'
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
を
お
こ

な
わ
な
い
条
件
下
で
輸
送

～
蓄
養
処
理
を
し
た
種
苗

の
場
合
'
輸
送
で
低
下
し

た
活
力
は
蓄
養
時
に
投
餌

す
る
こ
と
で
回
復
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
｡
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図10 潜砂試験結果

0 5

抑

00

仰

完
全
清

砂

個
体
の

射
合
%

F
i

0

水
温
に
関
し
て
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
が
'
種
苗

生
産
時
の
水
温

(
二
〇

･
〇
℃
)
と
蓄
養
開
始
時
の

水
温

(
1
五

･
四
℃

)
の

差
が
四

･
六
℃
で
'
こ
の

程
度
の
水
温
差
で
あ
れ
ば
活
力
に
特
に
影
響
を
与
え

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
｡

蓄
養
時
の
各
水
槽

へ
の
投
餌
は
約
五
万

cetl
s＼ml

と
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
が
'
大
量
の
種

苗
を
処

理

す
る
場
合
は
相
当
量
の
餌
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
｡

し
た
が
っ
て
餌
が
準
備
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
'

生
海
水
の
掛
け
流
し
で
活
力
の
回
復
が
は
か
れ
る
か

ど
う
か
検
討
し
て
お
-
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

㈱

放
流

放
流
に
際
し
て
は
種
苗
を
箱
か
け
し
て
砂
と
分
離

し
た
後
'
ネ
ッ
ト
袋
に
分
け
て
収
容
L
t
水
を
張

っ

た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
運
搬
し
ま
し
た
｡

放
流
区
ま
で
種
苗
を
収
容
し
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱

内
の
水
温
は

一
四

二
二
℃
で
'
放
流
時
の
底
層
の
水

温
は

一
五

･
一
℃
で
し
た
｡
両
区
の
放
流
に
要
し
た

時
間
は
い
ず
れ
も
ロ
ー
プ
張
り
に
十
五
分
'
放
流
に

二
十
分
で
し
た
｡
放
流
時
の
海
況
は
N
E
風
が
強
-
'

1
m
程
度
の
波
が
あ
り
'
透
明
度
が
極
め
て
悪
い
状

況
で
し
た

(目
視
で
五
十

川
以
下
)
0

放
流
後
の
種
苗
の
潜
砂
状
況
は
､
透
明
度
が
悪
い

う
え
に
海
況
が
し
だ
い
に
悪
化
し
て
き
た
た
め
'
確

認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
｡
し
た
が

っ
て
種
苗
が
ど
れ

く
ら
い
の
時
間
で
潜
砂
で
き
た
か
は
は
っ
き
り
し
ま

せ
ん
が
'
蓄
養
後
の
活
力
回
復
と
蓄
養
か
ら
放
流
ま

で
の
所
要
時
間
が
二
時
間
と
短
い
こ
と
'
水
温
変
化

が
あ
ま
り
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
'
速
や
か
に
潜
砂

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
し
た
｡

出

追
跡
調
査

放
流
時
に
種
苗
の
潜
砂
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
の

で
'
放
流
十
日
後
に
各
放
流
区
で
約

1
/
七
十
㌦
の

底
砂
を
ダ
イ
バ
ー
に
よ
り
採
集
L
t
種
苗
の
潜
砂
状

況
を
調
べ
ま
し
た
｡
そ
の
結
果
オ
オ
ア
マ
モ
区
で
は

二
十
四
個
体
が
'
離
岸
堤
区
で
は
二
十
五
個
体
が
そ

れ
ぞ
れ
採
集
さ
れ
'
放
流
区
内
に
潜
砂
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
｡

放
流

一
ケ
月
後
と
二
ケ
月
後
に
は
目
視
に
よ
り
種

苗
の
潜
砂
状
況
を
観
察
し
ま
し
た
が
'
区
内
で
の
残

留
は
良
好
で
し
た
｡
ま
た
オ
オ
ア
マ
モ
区
で
は
種
苗

は
岸
寄

(W
方
向
)
に
分
散
し
て
い
る
模
様
で
し
た
｡

お
わ
り
に

こ
の
後
'
追
跡
調
査
を
続
け
て
平
成
四
年
九
月
に

放
流
十

一
カ
月
後
の
取
り
上
げ
を
お
こ
な
い
'
続
い

て
十
月
に
第
三
回
目
の
放
流
を
計
画
し
て
い
ま
す
｡

調
査
結
果
が
整
理
つ
き
次
第
'

｢
地
域
特
産
種
増
殖

技
術
開
発
事
業

そ
の
三
｣
と
し
て
釧
路
水
試
だ
よ

り
に
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

こ
の
事
業
は
平
成
四
年
度
を
も

っ
て
終
了
し
ま
す

が
､
終
了
後
も
な
ん
ら
か
の
形
で
追
跡
調
査
を
お
こ

な
い
'
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
人
工
種

苗
を
有
効
に
資
源
に
添
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

を
調
べ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

平
成
三
年
度
の
調
査
結
果
は

｢平
成
三
年
度

栽

培
漁
業
技
術
開
発
事
業
報
告
書

(
ヒ
ラ
メ

･
ホ
ッ
キ

ガ
イ

･
マ
ツ
カ
ワ
･
ト
ヤ
マ
エ
ビ
)
北
海
道
｣
と

｢平

成
三
年
度

地
域
特
産
種
増
殖
技
術
開
発
事
業
報
告

書

(
二
枚
貝
類
グ
ル
ー
プ
)
水
産
庁
｣
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
-
だ
さ
い
｡

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
'
こ
の
事
業
が
円
滑
に
進

む
よ
う
に
ど
協
力
い
た
だ
い
た
各
漁
協
関
係
者
に
深

-
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

(増
殖
部
‥
さ
の

そ
う
へ
い
)

18



釧路水試だより 第68号 (1992･12)

輸
入
､
養
殖
サ
ケ

･マ
ス
類
の
原
料
特
性

成

田

正

直

･
船

岡

輝

幸

最
近
'
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
鮮
魚
売
場
を
の

ぞ
い
て
み
る
と
'
秋
サ
ケ
の
他
に
ベ
ニ
ザ
ケ
'
ギ
ン

ザ
ケ
な
ど
と
表
示
さ
れ
た
サ
ケ
が
'
フ
ィ
レ
-
､
切

り
身
な
ど
と
し
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
よ
-
目
に

し
ま
す
｡
お
店
の
方
に

｢
こ
れ
､
ど
こ
の
サ
ケ
?
｣

と
た
ず
ね
て
み
る
と
'
ア
ラ
ス
カ
産
の
ベ
ニ
ザ
ケ
だ

っ
た
り
､
三
陸
地
方
で
養
殖
さ
れ
た
ギ
ン
ザ
ケ
だ

っ

た
り
し
ま
す
｡
従
来
は
'
春
の
北
洋
物
'
秋
の
秋
サ

ケ
､
冬
の
新
巻
サ
ケ
と
区
切
り
が
あ
り
ま
し
た
｡
最

近
は
'

一
年
中
い
ろ
い
ろ
な
輸
入
'
養
殖
物
の
サ
ケ

･
マ
ス
が
店
頭
に
並
ん
で
お
り
'
こ
う
い
っ
た
意
味

で
は

｢
サ
ケ

･
マ
ス
年
中
'
旬

(し
ゅ
ん
)
｣
の
時

代
が
到
来
し
た
と
い
え
ま
す
｡

統
計
資
料
に
よ
れ
ば
'
こ
れ
ら
輸
入
､
養
殖
サ
ケ

･
マ
ス
の
数
量
は
年
と
と
も
に
増
加
し
'
平
成
二
年

に
は
日
本
の
サ
ケ

･
マ
ス
供
給
量
の
四
十
五
%
を
占

め
る
に
至

っ
て
い
ま
す
｡
現
在

'
北
洋
サ
ケ

･
マ
ス

の
漁
獲
は
沖
獲
り
の
禁
止
に
よ
り
期
待
で
き
な
い
状

況
で
あ
り
'
こ
れ
ら
輸
入
'
養
殖
物
の
サ
ケ

･
マ
ス

市
場
に
お
け
る
重
要
性
は
さ
ら
に
増
し
て
い
-
と
思

わ
れ
ま
す
｡

し
か
し
'
輸
入
'
養
殖
物
に
つ
い
て
は
'
加
工
原

料
と
し
て
の
性
状

(原
料
特
性
)
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
た
め
'
そ
の
利
用
加
工
は
'
経
験
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
が
業
界
の
現
状
と
思
わ
れ
ま
す
｡

そ
こ
で
'
輸
入
'
養
殖
サ
ケ

･
マ
ス
類
の
原
料
特
性

に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
集
め
る
た
め
に
'
各
種
'
輸

入
'
養
殖
サ
ケ

･
マ
ス
類
を
入
手
し
､
化
学
成
分
の

分
析
を
行
い
ま
し
た
｡
ま
た
､
比
較
の
た
め
に
シ
ロ

サ
ケ
も
同
様
に
分
析
し
ま
し
た
の
で
'
そ
の
試
験
結

果
を
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
｡

試
験
に
用
い
た
試
料
は
､
輸
入
物
で
は
､
総
輸
入

量
の
半
分
以
上
を
占
め
る
ベ
ニ
ザ
ケ

(
ア
ラ
ス
カ
産
'

カ
ナ
ダ
産
)
'

刺
身
､
切
り
身
'
く
ん
製
向
け
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
ニ
ジ

マ
ス

(流
通
名
サ
ー
モ
ン

ー
ラ
ウ
ト

･
チ
-
､
ノ
ル
ウ

ェ
I
産
)
お
よ
び

マ
ス

ノ
ス
ケ

(
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産
)
'

他
に
養
殖
ギ

ン
ザ
ケ

(
チ
-
症
)
'

国
産
物
で
は
国
内
サ
ケ

･
マ

ス
供
給
量
の
五
%
を
占
め
る
養
殖
ギ
ン
ザ
ケ
の
他

､

ニ
ジ

マ
ス
の
交
配
種
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
お
よ
び
道
東
産

シ
ロ
サ
ケ
で
す
｡
以
上
'
輸
入
物
七
区
分

(養
殖
五
'

天
然
二
)
国
産
四
区
分

(養
殖
二
､
天
然
二
)
'

合

計
十

1
区
分
に
つ
い
て
試
験
を
行
い
ま
し
た

(義
-
)
0

な
お
'
表
2
-
5
に
記
載
し
た
数
値
は
'
各
試
料
と

も
背
肉
に

つ
い
て
の
分
析
デ
ー
タ
で
す
｡

表
2
に
化
学
成
分
お
よ
び
赤
色
度
を
示
し
ま
し
た
｡

水
分
に
つ
い
て
､
シ
ロ
サ
ケ

(
8
'
0+
)
､

ベ
ニ
ザ

ケ
I
は
七
十
三
～
七
十
四
%
を
示
し
ま

し

た
が
､
他

の
区
分
は
､
ほ
と
ん
ど
そ
れ
よ
り
低
-
七
〇
%
以
下

で
し
た
｡
逆
に
､
脂
質
に
つ
い
て
は
マ
ス
ノ
ス
ケ
'

ギ
ン
ザ
ケ
I
t
ニ
ジ

マ
ス
'
ベ
ニ
ザ
ケ
2
が
九
～
十

三
%
と
高
く
'
シ
ロ
ザ
ケ
､
ベ
ニ
ザ
ケ

I
は
ニ
ー
四

%
と
低
い
値
を
示
し
ま
し
た
｡
ベ
ニ
ザ
ケ
I
と
シ
ロ

サ
ケ

(
6
､
9
)
は
水
分
'
脂
質
で
同
レ
ベ
ル
で
し

た
｡
ま
た
へ
養
殖
魚
は
天
然
魚
に
比
べ
低
水
分
'
高

脂
質
を
示
し
ま
し
た
が
'
天
然
魚
で
も
ベ
ニ
ザ
ケ
2

は
養
殖
魚
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
ま
し
た
｡
ベ
ニ
ザ

ケ
2
は
'
養
殖
魚
と
同
じ
-
ら
い

｢脂
が
の
っ
て
い

る
｣
こ
と
に
な
り
ま
す
｡
粗
タ
ン
パ
ク
質
へ
灰
分
は

全
体
的
に
大
き
な
差
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
｡

K
値
は
鮮
度
を
表
す
数
字
で
'
こ
の
値
が
低
い
ほ

ど
新
鮮
と
さ
れ
て
い
ま
す
｡
測
定
の
結
果
'
マ
ス
ノ

ス
ケ
を
除
-
す
べ
て
が
二

〇
-
四
〇
%
の
範
隣
に
あ

り
'
用
い
た
試
料
の
鮮
度

は
良
好
と
思
わ
れ
ま
し
た
｡

マ
ス
ノ
ス
ケ
の
K
値
は
七
〇
%
を
上
回
り
ま
し
た
が
､

こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
氷
蔵
で
四
-
五
日

か
け
て
搬
入
さ
れ
た
た
め
､
こ
の
間
に
上
昇

し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
し
た
｡

サ
ケ

･
マ
ス
の
肉
色
は
､
そ
の
品
質
を
決
め
る
上

で
重
要
な
要
因
で
す
｡
そ
こ
で
'
サ
ケ

･
マ
ス
の
赤
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釧路水式だより 第68号 (1992･12)

表1 各種サケ､マス類の試料区分

区 分 生産地 (文章苦) 漁獲時期 搬入状態 悪霊 1) (諾,dBk9) 嘉用蓋

葦 ンザ ケ苧 宝 諾 汽 (,篭.?雷乳 ･90･7/28 警 ウ ン雫 3･68 850 刺 身

'90.12月 冷凍 ドレス 2.81 1100 切り身

･9013月 冷凍 ドレス 2177 900 i(ljん墓

刺 身
くん製

K魚市場
('91.5/8)

K 水 産
('90.9/6)

養 殖
ギ ンザ ケ 2

養 殖 チ リ
ニ ジマ ス 1 (汽水)

'90.3月 冷凍 ドレス 2.84 900

刺 身
くん製

切り身
刺 身

'90.10月 冷凍 ドレス 2.88 1100

養 殖 チ リ K水 産
ニ ジマ ス 2 (海水) ('90.9/6)

養 殖 ノルウェー K 水 産
ニ ジマ ス 3 (海水) ('90.12/5)

4.31 1600養 殖 ニュージ S魚市場 '90.10/26 氷 蔵
マ ス ノ ス ケ ーランド ('90.10/31) -27 セミドレス

身
物

刺
焼007001

ドナル ドソン 翼晶 歪 (a .Tl,52) ･90･11月 望 ミドレ警

盟
002198引

リ
K 商 店

('90.12/12)
ベ ニ ザ ケ 1 アラスカ ′,'n'̂'ニノ′.｡n､ '90.6月 冷凍 ドレス

身り切0041922
- - ザ ケ 2 カ ナ ダ (･笥17雷莞) ,90･8月 冷凍 ドレス

巻
身り

新
切

0

0

3

5

一山｢

7
(･塩.f59,57) ･9019/26 警 ウ ン雫

シ ロサ ケ 8 根 室

シ ロサ ケ ? 根 室

1)重量は3尾の平均値

色
の
も
と
と
な
る
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
色
素
の
含
量
を
調

べ
ま
し
た
｡
ま
た
'

｢
見
た
目
の
赤
さ
｣
を
表
す
a

値

(
こ
の
値
が
高
い
ほ
ど
赤
色
が
強
い
｡
色
差
計
で

測
定
)
も
調
べ
ま
し
た
｡
そ
の
結
果
､
カ
ロ
チ
ノ

ド
は
ベ
ニ
ザ
ケ
I
t
2
で
百
ク
中
に
二

二
二
～
二

･

八
叩
含
ま
れ
､
最
も
高
い
値
を

示
し
ま
し
た
｡
逆
に

ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
'
シ
ロ
サ
ケ
は
〇

･
六
～
〇

･
七
喝

/
百
g
と
低
い
値
を
示
し
ま
し

た
o
a
値
も
同
様
の

傾
向

を
示
し
'
ベ
ニ
ザ
ケ
で
三
十

一
～
三
十
五
'
シ

ロ
サ
ケ
は
二
〇
'
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
が
や
や
低
-
十
五

で
し
た
｡
ベ

ニザ
ケ
-
'
2
は
数
字
の
上
か
ら
も
シ

ロ
サ
ケ
や
他
の
養
殖
魚
に
比
べ

｢赤
い
｣
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
｡

表
3
に
無
機
質
含
量
を
示
し
ま
し
た
｡
各
区
分
と

も
カ
リ
ウ
ム

(
三
七
〇
～
四
六
〇
叩
/
百
グ
)
'
次

い
で
リ
ン

(二
二
〇
～
三

〇〇
叩/百
ダ

)
が
多
-
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
｡
カ

リ
ウ
ム'-
ン
の
他
は
ナ
ト

-
ウ
ム
'
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
多
-
'
カ
ル
シ
ウ
ム
も

1
-
六

〇
野
/
百
ク
の
範
囲
で
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
｡

カ

ル
シ

ウ
ム
は
'
天
然
魚
に
比
べ
養
殖
魚
で
や
や
高

い
傾
向
を
示
し
ま
し
た
が
'
こ
れ
が
飼
料
に
よ
る
影

響
で
あ
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
｡
シ

ロ
サ
ケ
は
カ
リ
ウ
ム
'
ニ
ジ
マ
ス
I
t
3
は
ナ
ト
-

ウ
ム
が
'
そ
れ
ぞ
れ
他
の
区
分
に
比
べ
て
や
や
高
い

傾
向
を
示
し
ま
し
た
が
'
無
機
質
に
よ
る
各
区
分
で

の
大
き
な
差
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
｡

表
4
に
遊
離
ア
-
ノ
酸
組
成
を
示
し
ま
し
た
｡
遊

離
ア
､､､ノ
酸
総
量
は
ギ
ン
ザ
ケ
2
､
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン

20
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表2 各種サケ､マス類の化学成分および赤色皮 (a値)

試 料
水分 脂質 粗タンパク質 灰分 K値
(%) (%) (%) (%) (%)

養殖ギンザケ1 66.1

養殖ギンザケ2 67.8

カロチノイド

(mg/100ダ)
ll.6 21,1 1.2 32.9 0.9 20.8

7.2 22.1 2.3 20.3

養殖ニジマス1 69.2 8,5

養殖ニジマス2 66.0 11.3

21.9 1.3 33.0

1.1 26.6

1.5 24.8

21.6 1.4 39.6

養殖ニジマス3 67.5

養殖マスノスケ 66.3

ドナ ル ドソ ン 70.5 6.5

ベ ニ ザ ケ 1 73.5

ベ ニ ザ ケ 2 68.1

シ ロ サ ケ 8 73.4

20.9 1.6 24.6

18.8 1.5 71.4

1.4 26.4

1.3 28.1

1.1 27.7

21.7 1.7 27.4

3.8 22.0 2.9 39,2

8.5 22.6 2.1 31.4

2.8 23.3 1.5 38.3

シ ロ サ ケ 9 74.4 2.1 23.3 1.5 31.5

0.7 15.3

2.3 30.7

禦

2｡
･
｡

2｡
･
6

表3 各種サケ､マス類の無機質含量 (喝/loop)

区 分 カルシウム マグネシウム ナ トリウム カリウム リン 鉄 鋼 亜鉛

養殖ギンザケ1 0,5 30.5 35.8 371.6 276.9 1.0 0.2 0.3

養殖ギンザケ2 9.9 26.9

養殖ニジマス 1 25.7 36.6

養殖ニジマス2 19.0

養殖ニジマス3 43.6

養殖マスノスケ 12.4

ドナル ドソ ン 24.4

ベ ニ ザ ケ 1 7.5

28.2 399.3 242.9 0.1 0.1>0.3

45.3 391.9 267.9 0.9 0.2 0.3

46.3 372.5 221.2 0.6 0.1 0.3

46.3 386.1 298.8 0.4 0.1>0.2

38.7 416.2 253.7 0.1>0.1 0.1

ベ ニ ザ ケ 2 15.9

シ ロ サ ケ 8 8.4

28.9 393.0 271.6 0.4 0.1>0.2

45.4 363.0 245.2 0.6

25.4 378.1 248.7 0.1

41.2 454.7 295.4 0.6

シ ロ サ ケ 9 8.6 35.9 37.5 462.8 241.9 0.3

- 21 -

0.1>0.3

01>0.2

0.3 0.2

0.2 0.2



表 4 各種サケ､マス類の避難アミノ酸組成 (mg/100g)
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表 5 各種サケ､マス類全脂質の脂肪酸組成 (%)
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を
除
き

天
然
魚
で
養
殖
魚
よ
り
多
い
傾
向
が
み
ら

れ
ま
し
た
｡
遊
離
ア
-
ノ
酸
の
中
で
'
ア
ン
セ
リ
ン

は
各
区
分
に
共
通
し
て
多
-
'
二
〇
〇

～
六
五
C
)野
/

百
ク
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
｡

l
般
に
'
サ
ケ

･マ
ス

類

に
は
ア
ン
セ
-
ン
が
多
-
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す

が
'
シ
ロ
サ
ケ
'
ベ
ニ
ザ
ケ
の
ア
ン
セ
リ
ン
含
量
は

特
に
多
-
'
遊
離
ア
-
ノ
酸
全
体
の
約
八
〇
%
を
占

め
ま
し
た
｡
ヒ
ス
チ
ジ
ン
は
養
殖
魚
で
天

然
魚
よ
り

多
い
傾
向
が
み
ら
れ
'
特
に
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
'
ニ
ジ

マ
ス
I
t
2
で
七
〇

-
1
四

〇
g
>/
百
g
と
高
い
値

を
示

し
ま
し
た
｡

ま
た
'
タ

ウ
リ
ン
は

ベ
ニ
ザ
ケ
､

ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
で
三
十
五
-
四
十
二
野
/
百
ク
と
､

他
に
比
べ
多
-
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
｡
遊
離
ア
ミ
ノ

酸
は

｢味
｣
に
関
連
が
あ
り
'
ア
ン
セ
-
ン
は

｢
こ

-
｣
を
増
す
作
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
ま

た
'
タ
ウ
リ
ン
は
血
圧
を
正
常
に
保

つ
物
質
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
｡

全
体
的
に
'
天
然
魚
の
シ
ロ
サ
ケ
と
ベ
ニ
ザ
ケ
は

類
似
し
た
組
成
を
示
し
ま
し
た
｡
ま
た
､
養
殖
魚
で

は
ギ
ン
ザ
ケ
と
マ
ス
ノ
ス
ケ
が
'
ニ
ジ

マ
ス
I
t
2

と
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
穐
似
し
た
組
成
を
示

し
ま
し
た
｡

表
5
に
全
脂
質
脂
肪
酸
組
成
を
示
し
ま
し
た
｡
対

照
と
し
た
シ
ロ
サ
ケ
の
主
な
脂
肪
酸
は
)6
:
0
.
2
2

‥
6
t
tB
:
t
t
お
よ
び
2
0
:
5
で
し
た
｡
ベ
ニ
ザ

ケ
は
)6
‥
0
'
2
2
‥
6
t
t8
:
)
の
ほ
か
に
'
2

2
‥

)
+
2
0
:
4
.
お
よ
び
2
0
‥
)
+
)8
∴
3
が
多
-

シ

ロ
サ
ケ
と
異
な
る
組
成
を
示
し
ま
し
た
｡
養
殖
魚
も

シ
ロ
サ
ケ
に
比
べ
各
区
分
で
違
い
が
み
ら
れ
ま
し
た
｡

ギ
ン
ザ
ケ
I
は
2
0
:
5
が
多
く
2
0
‥
)
十
2
0
‥
4
お

よ
び
2
0
:
)
+
)8
‥
3
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
｡

ま
た
'
マ
ス
ノ
ス
ケ
は
ー00
‥
ト
が
特
に
多
く
な
っ
て

い
ま
し
た
｡
同
じ
ニ
ジ

マ
ス
の
中
で
も

ニ
ジ

マ
ス
3

は
ニ
ジ

マ
ス
I
t
2
に
比
べ
t

t6
‥
4
.
2
0
:
)
+

2
0
:
4
お
よ
び
2
0
:
)
十
)8
‥
3
が
多
く
'
相
違
を

示
し
ま
し
た
｡
ニ
ジ
マ
ス
I
と

ニ
ジ

マ
ス
2
'
ギ
ン

ザ
ケ
2
と
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
類
似
し
た
組

成
を
示
し
ま
し
た
｡

こ
れ
ら
の
脂
肪
酸
の
う
ち
､
2
0
:
5

(E
P
A

=

エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
)
に
は
心
筋
梗
塞
'
脳

血

栓
の
予
防
効
果
が
'
2
2
:
6
(
D
H
A
=
ド
コ
サ

ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
)
に
は
学
習
能
力
の
向
上
'
血
圧
､

血
糖
値
を
低
下
さ
せ
る
作
用
な
ど
が
あ
り
､
最
近

そ
の
健
康
性
機
能
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
｡
脂
肪

酸
組
成
は
飼
料
の
影
響
を
受
け
や
す
-
'
同
じ
天
然

魚
'
養
殖
魚
ど
う
L
で
も
環
境
に
よ

っ
て
脂
肪
酸
組

成
が
異
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
｡

各
試
料
を
十
%
塩
水
に

一
晩
漬
け
た
後
'
ガ
ス
火

で
焼
い
て
試
食
試
験
を
行
い
ま
し
た
｡
そ
の
結
果
'

ベ
ニ
ザ
ケ
2
は
総
合
的
に
評
価
が
最
も
高
く
'
ベ
ニ

ザ
ケ
I
は

｢肉
質
｣
'

｢
脂
の
の
り
｣
で
シ
ロ
サ
ケ

(
8
t
CN･)
と
同
等
で
し
た
O
養
殖
魚
は

｢肉
色
｣
'

｢脂
の
の

り

｣
な
ど
の
点
で
シ
ロ
サ
ケ

(8
'
♀
)

を
上
回
る
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
が
'
皮
下
脂
肪
が
多

い
'
焼
魚
と
し
て
食
べ
る
と

｢
-
ど
さ
｣
が
感
じ
ら

れ
る
'
肉
質
が
柔
ら
か
い
'
魚
体
表
皮
に

｢
ぬ
め
り

(粘
液
質
)
｣
が
多
い
､
生
臭
み
が
強
い
な
ど
の
マ

イ
ナ
ス
面
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
｡
し
か
し
な
が
ら
､

全
般
的
に
輸
入
'
養
殖
物
の
加
工
原
料
と
し
て
の
評

価
は
良
好
と
思
わ
れ
ま
す
｡

現
在
'
輸
入
'
養
殖
サ
ケ

･
マ
ス
は
新
巻
'
定
塩

フ
ィ
レ
I
t
刺
身
用
切
り
身
､
-
ん
製
な
ど
様
々
な

形
で
利
用
さ
れ
て
お
り
'
流
通
'
養
殖
技
術
の
進
歩

な
ど
に
よ
っ
て
'
さ
ら
に
新
顔
の
原
料
が
出
回

っ
て

-
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
｡
こ
れ
ら
の
多
彩
化
し

た
原
料
を
用
い
'
適
切
で
効
率
的
な
加
工
を
行

っ
て

い
-
た
め
に
は
'
原
料
の
持

っ
て
い
る
性
質
を
十
分

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

(な
り
た
ま
さ
な
お

･
ふ
な
お
か
て
る
ゆ
き

利
用
部
)
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別路水l式だより ■88･号 (1992I12)

1.

転

入

八
月

一
日
付

釧
路
水
産
試
験
場
加
工
部
保
さ
科

(水
産
部
曲
集
管
理
課
)

河

野

限

子

転

出

十
月

一
日
付

中
央
水
産
試
験
場
企
画
情
報
室
長

(釧
路
水
産
試
壌
嶋
加
工
部
長
)

川

f

孝

省

新
規
採
用

四
月
十
六
日
付

釧
路
水
産
試
験
場
北
辰
丸

(採

用
)

本

田

賢

l

t

暮

十
月

一
日
付

釧
路
水
産
試
験
場
加
工
部
長
事
務
取
扱

(釧
路
水
産
試
験
場
長
)

阿

部

晃

治

l
別

別

堺

表
紙
写
真

何
科
の
コ
ン
プ
に
群
が
る
人
工
稚
苗
生
産
椎
ウ
ニ

衰
柾
の
写
真
は
平
成
四
年
九
月
上
旬
'
十
勝
支
庁

管
内
の
広
尾
漁
薬
協
同
組
合
ウ
ニ
人
工
篠
笛
生
産
施

設
で
横
影
し
た
稚
ウ
ニ
で
す
｡

広
尾
独
英
協
同
組
合
で
は
二
月
に
地
元
で
採
捕
し

た
親
ウ
ニ
を
水
槽
馴
化
し
､
加
温
海
水
で
飼
育
し
た

結
果
.
自
然
状
態
よ
り
も

一
ケ
月
早
い
四
月
に
採
卵

す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
｡

写
真

の
ウ
ニ
は
･<
-
十

E
の
大
き
さ
で
､
好
物
の

コ
ン
プ
を
モ
リ
モ
リ
食
べ
て
い
ま
し
た
｡

全
道
的
に
ウ
ニ
の
栽
培
晩
発
が
展
開
さ
れ
て
い
る

と
き
だ
け
に
､
こ
の
よ
う
な
現
地
で
の
事
薬
の
取
り

組
み
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
ま
す
｡

放
流
後
の
成
果
が
楽
し
み
で
す
｡

(増
殖
部
長

草
刈

宗
暗
)

｢
釧
路
の
魚
｣
釧
路
新
書
第
二
十

一
巻
の
発
行
に
つ

い
て平

成
五
年

一
月
中
旬
に
釧
絡
市
史
編
事
串
務
局
か

ら

｢釧
路
の
魚
｣
釧
路
新
-3
第
二
十

一
巻
が
発
刊
さ

れ
ま
す
｡

こ
の
本
は
釧
路
市
史
縮
簾
中
務
局
か
ら
の
依
頼
に

山
訂
ソ
当
水
拭
の
研
究
員
五
名
が
分
担
し
て
執
輩
し
た

も
の
で
す
｡

本
の
構
成
は

｢
二
〇
〇
海
里
と
漁
業
基
地
釧
路
｣
､

｢魚
の
す
み
か
と
海
｣
､
｢漁
薬
に
み
る
魚
｣
､
そ

し
て

｢
つ
く
り
育
て
る
漁
業
｣
の
四
革
か
ら
な
り
'

二
〇
〇
海
里
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
漁
業
や
'
釧
路

に
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
介
類
の
生
態
'
さ
ら
に
こ
れ
か

ら
の
漁
美
に
つ
い
て
判
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
｡

+(
-
ジ
数
は
二
六
〇
'(
-
ジ
程
度
に
な
り
ま
す
が
'

内
容
は
漁
業
者
を
は

じ
め
市
民
､
観
光
客
ま
で
の
幅

広
い
砕
読
者
層
を
対
象
と
し
て
お
り
､
写
真
や
図
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
い
､
判
り
や
す
い
平
易
な
文
章
を
執

手
書

l
同
心
が
け
ま
し
た
の
で
.
扶
み
や
す
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
｡

ま
た
t
Pq
圭
に
当
水
託
の
研
究
者
が
執
筆
し
た
こ

の
種
の
岱
物
と
し
て
は
､

｢
二
〇
〇
海
里
｣
以
前
の

1
九
七
二
年
に
や
は
り
釧
路
市
史
編
羊
事
務
局
が
刊

行
し
た
｢朝
鴇
の
さ
か
な
と
漁
果
｣
が
あ
り
ま
す
が
､

こ
の
本
は
既
に
絶
版
と
な
り
､
入
手
は
困
惑
と
な
っ

て
い
ま
す
｡

な
お
'

｢釧
路
の
魚
｣
釧
路
新
香
第
二
十

一
巻
は

発
刊
後
､
釧
路
市
内
各
魯
店
の
店
頭
で
お
求
め
に
な

れ
ま
す
｡

(特
別
研
究
員

小
林

喬
)
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釧路水枕だより 第68号 (1992I12)

釧路水試だより67号の訂正について

前号掲載の ｢野付湾で採集された超大型アサリについて｣のなか

で以下の3ヶ所に誤まりがありましたので､訂正しますo

1)12P下段20行目

プロットしていくとSLi+1の - プロットしていくとSLiと

SLi+1の

2)13P衷2の右側,下から4行目

多くが成熟した生殖能力をもち- 多くが成熟した生殖巣をもち

3)17P中段ー8行目

釧
路
水
枕
だ
よ
り

第
㈹
号

発
行
年
月
日

平
成
四
年
十
二
月

編

集

委
員

草
刈
･
山
蔦

･
本
間
･
城
野

･
阪
本

福
士

発

行

人

阿

部

兄

治

発

行

所

釧
路
市
浜
町
二
の
六

北

海

道

立

釧

路

水

産

試

験

場

電
話
0

1
五
e
]-
二
三
-
六
二
二

1

印

刷

所

釧

路

綜

合

印

刷

株

式

会

社
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